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鳥取大学広報誌 F U-M O N

地
域
学
部

農
学
部

持
続
性
社
会
創
生
科
学
研
究
科

改組で描く
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鳥大ビジョ
ン

来年度から
変わる学部

・研究科を
解説します

！

来年度から
変わる学部

・研究科を
解説します

！



学部コアカリキュラム学部コアカリキュラム
・地域学入門
・地域調査プロジェクト
・海外フィールド演習

など
人間形成コース
・発達福祉プログラム 
・学習デザインプログラム 
・地域と教育プログラム

地域創造コース
・コミュニティマネジメントプログラム 
・ソーシャルビジネスプログラム
・政策科学プログラム

国際地域文化コース
・日本の歴史と文化プログラム 
・グローバルな文化と地域プログラム
・創造性とコミュニティプログラム

　地域学部誕生から10年以上が経過し、地域と地
域学を取り巻く状況は大きく変化しました。当初は
「そんな学部があるの？」という反応がほとんどでし
たが、現在は認知度が上がり、全国各地の大学に
地域系の学部学科・コースが次々と生まれていま
す。そんな中、先んじて地域学に取り組んできた我々
は次のステップへ進むべき時を迎えているのです。
　学部としての基盤が整った今だからこそ1学科体
制が可能であり、学科間の壁をなくすことで専門を
越えて学べるシステムを整えました。また新しい教
育カリキュラムでは、これまで以上に実践的な科目
を充実させ、理論との相互往還により幅広い知識と
思考力、実践力の修得に力を注いでいます。

　都市部への人口集中は相変わらず、少子高齢化
による地域の衰退は進む一方で、地方創生が叫ば
れています。地元でなくても、自分の好きな所でい
いので地域に関心を抱いてほしい。そして、地域の
魅力を探求したり、課題解決に取り組みたいと思っ
ている高校生に来ていただきたいと願っています。
　現代は、将来暮らす地域もそこで営む仕事も自
分で選択する時代。だから、自己のキャリアデザイ
ンを描くことは、それを支える地域の未来をデザイ
ンすることに重なるのです。魅力あふれる地域社会
の創生を一緒に考えていきませんか。

学部長からのメッセージ

「
持
続
性
社
会
の
創
生
」を
目
指
し
て

　　

歴
史
を
ひ
も
解
け
ば
、
鳥
取
大
学
は
昭
和
24
年
の
創
立
以
来
、
教
育
研

究
領
域
を
徐
々
に
広
げ
な
が
ら
組
織
体
制
の
改
革
や
新
し
い
機
関
の
設
置

な
ど
多
様
な
変
化
を
遂
げ
て
き
た
。
平
成
16
年
度
に
は
国
立
大
学
法
人

と
し
て
新
た
な
ス
タ
ー
ト
を
切
り
、
1
期
・
6
年
ご
と
に
中
期
目
標
・
計

画
の
見
直
し
を
図
っ
て
い
る
。
改
組
に
取
り
組
ん
だ
細
井
由
彦
理
事
は
、

「
第
3
期
目
を
迎
え
た
現
在
、
急
激
な
社
会
変
化
の
中
で
こ
れ
ま
で
に
な

か
っ
た
よ
う
な
問
題
が
現
れ
て
い
ま
す
。
で
す
か
ら
、
大
学
と
し
て〝
持
続

性
社
会
の
創
生
〞を
目
指
す
と
き
、
本
学
の
特
色
を
も
っ
と
強
調
す
べ
き
だ

と
考
え
た
の
で
す
」と
改
組
の
目
的
を
語
る
。

　

で
は
具
体
的
に
は
何
が
ど
の
よ
う
に
変
わ
っ
た
の
か
、
各
学
部
、
大
学
院

の
担
当
者
に
そ
の
特
徴
を
伺
っ
た
。

平
成
29
年
度
、
鳥
取
大
学
は
地
域
学
部
、
農
学
部
、
大
学
院
を
改
組
し
大
き
く
生
ま
れ
変
わ
る
。

そ
れ
ぞ
れ
に
新
し
い
学
科
・
コ
ー
ス
等
が
設
定
さ
れ
、

教
育
課
程
も
そ
れ
に
応
じ
た
も
の
へ
と
再
編
成
が
図
ら
れ
て
い
る
。

そ
の
内
容
は
い
か
な
る
も
の
か
、
前
号
に
引
き
続
い
て
特
集
し
、
詳
し
く
ご
紹
介
す
る
。

改組後改組前
平成28年度までの入学生 平成29年度入学生

地域学部 190名

地域政策学科

地域教育学科

地域文化学科

地域環境学科

49名

49名

48名

44名
生命環境農学科農学部

考古学等

理系分野

地域学部 170名

地域
学科

地域創造コース

人間形成コース

国際地域文化コース

60名

55名

55名

造
」、
地
域
教
育
学
科
を
中
心
と
し
、
教
員
養

成
も
行
う「
人
間
形
成
」、
地
域
文
化
学
科
に

グ
ロ
ー
バ
ル
な
視
点
と
歴
史
環
境
的
視
点
、
創

造
性
を
加
え
た「
国
際
地
域
文
化
」で
あ
る
。

「
学
部
全
体
で
見
る
と
入
学
定
員
が
減
り
ま
す

が
、
文
系
学
部
と
し
て
は
24
名
の
増
員
で
す
」

と
い
う
。
文
系
を
希
望
す
る
受
験
生
に
は
朗

報
だ
。
自
然
環
境
分
野
に
関
す
る
講
義
は
、

他
学
部
で
開
設
さ
れ
て
い
る
科
目
を
カ
リ
キ
ュ

ラ
ム
に
組
み
込
ん
で
お
り
、
学
生
は
こ
れ
ま
で

以
上
に
多
様
な
知
識
を
得
る
こ
と
が
で
き
る
。

地
域
に
飛
び
出
し
て
実
践
力
を
養
う

　

新
学
部
の
教
育
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
は
、「
地
域

の
持
続
可
能
な
発
展
を
担
う
キ
ー
パ
ー
ソ
ン
の

養
成
」を
目
指
し
て
、
学
科
共
通
科
目
に
新
し

い
要
素
を
加
え
た
ほ
か
、
実
践
系
科
目
を
強

化
す
る
な
ど
、
科
目
の
充
実
を
図
っ
て
い
る
。

　

た
と
え
ば
、
実
践
科
目
と
し
て
新
た
に「
地

域
フ
ィ
ー
ル
ド
演
習
」（
1
年
次
）と「
融
合
ラ

ボ
」（
3
年
次
）を
加
え
た
。
こ
れ
ま
で
1
年
次

に
は
現
場
で
学
ぶ
授
業
は
な
か
っ
た
が
、「
地

域
フ
ィ
ー
ル
ド
演
習
」で
早
く
か
ら
現
場
で
地

域
の
特
性
や
魅
力
を
実
感
し
、
地
域
課
題
解

決
に
向
け
て
問
題
意
識
や
意
欲
を
育
む
こ
と

が
で
き
る
。「
融
合
ラ
ボ
」は
複
数
の
専
門
分

野
教
員
に
よ
る
合
同
ゼ
ミ
で
あ
る
。
学
際
的

視
点
で
議
論
・
調
査
・
研
究
を
行
い
、
実
践
的

な
企
画
を
実
施
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
ど
ち

ら
も
選
択
科
目
だ
が
、
現
場
感
覚
を
養
い
、
思

考
力
や
実
践
力
を
高
め
る
の
に
大
き
な
効
果

を
発
揮
す
る
と
期
待
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
2

年
次
必
修
科
目
の「
地
域
調
査
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

（
4
単
位
）は
、
従
来
の「
地
域
調
査
実
習
」

（
2
単
位
）を
拡
充
し
て
、
実
践
力
の
さ
ら
な

る
強
化
を
図
る
も
の
だ
。

　

実
践
は
国
内
に
留
ま
ら
な
い
。
北
米
、中
国
、

韓
国
、
ベ
ト
ナ
ム
等
で
の「
海
外
フ
ィ
ー
ル
ド

演
習
」で
は
、
地
域
調
査
の
ス
キ
ル
を
磨
く
と

と
も
に
、
現
地
の
文
化
や
諸
課
題
を
肌
で
感
じ

て
グ
ロ
ー
バ
ル
感
覚
を
養
う
。
ま
た
国
際
地
域

文
化
コ
ー
ス
の「
東
ア
ジ
ア
プ
ロ
グ
ラ
ム
」は
、

中
国
厦
門
大
学
、
韓
国
翰
林
大
学
校
、
台
湾

高
雄
師
範
大
学
と
鳥
取
大
学
地
域
学
部
の
学

生
が
交
流
し
学
び
合
う
も
の
だ
。
中
国
語
、

韓
国
語
、
英
語
の
力
を
磨
き
、
現
地
感
覚
を
鍛

え
る
経
験
は
貴
重
だ
。

　

こ
の
ほ
か
に
も
細
部
に
わ
た
り
教
育
課
程
を

見
直
し
、「
理
論
と
実
践
の
相
互
往
還
カ
リ
キ
ュ

ラ
ム
」を
構
築
し
て
い
る
新
し
い
地
域
学
部
。

地
域
学
の
先
駆
者
と
し
て
走
り
続
け
る
学
部
へ

の
期
待
は
高
ま
る
一
方
だ
。

1
学
科
体
制
で
多
様
な
知
を
つ
な
ぐ

　

地
域
学
部
改
組
の
最
大
の
特
徴
は
、
現
在
の

4
学
科
体
制
を「
地
域
学
科
」の
1
学
科
体
制

に
移
行
す
る
こ
と
だ
。
こ
れ
ま
で
以
上
に
学
際

化
を
進
め
、
実
践
力
を
強
化
し
よ
う
と
い
う
の

だ
。
そ
こ
に
は
、「
持
続
性
社
会
の
創
生
」を

目
指
し
て
、
学
問
分
野
の
境
界
を
越
え
て
多
様

な
知
を
つ
な
ぎ
、
地
域
が
抱
え
る
諸
問
題
を
実

践
的
に
解
決
で
き
る
人
材
を
養
成
す
る
と
い

う
地
域
学
部
の
使
命
が
あ
る
。「
地
域
の
課
題

に
は
様
々
な
要
素
が
絡
ま
り
合
っ
て
い
ま
す
。

解
決
に
は
多
数
の
専
門
分
野
の
連
携
が
必
要

で
す
。
1
学
科
に
な
る
こ
と
で
そ
れ
が
可
能
に

な
り
、
学
生
た
ち
は
幅
広
い
知
識
と
応
用
の
利

く
実
践
力
を
身
に
つ
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
」

と
、
柳
原
邦
光
副
学
部
長
は
改
組
の
意
義
を

説
明
す
る
。

　

地
域
環
境
学
科
の
理
系
分
野
が
農
学
部
に

移
動
す
る
た
め
、
地
域
学
部
は
3
コ
ー
ス
か
ら

な
る
文
系
オ
ン
リ
ー
の
学
部
に
生
ま
れ
変
わ
る

（
図
1
）。
現
在
の
地
域
政
策
学
科
を
核
と
し
、

ビ
ジ
ネ
ス
分
野
な
ど
を
強
化
し
た「
地
域
創

　

改
組
で
描
く

鳥
大
ビ
ジ
ョ
ン

藤井  正地域学部長

ふ じ い  た だ し

地域学部
地域政策学科 教授

専
門
を
越
え
て
学
び
、

　
　
　  

実
践
力
を
養
う

地域学部

柳原  邦光
副学部長

や な ぎ は ら  くに み つ

地域学部
地域文化学科 教授

02 01

来
年
度
か
ら
変
わ
る
学
部
・
研
究
科
を
解
説
し
ま
す
！

̶

特 
集̶

これからの“地域”を
デザインしよう

図1　地域学部の3つのコース



農学部
「
グ
ロ
ー
カ
ル
」な
人
材
を
育
成

　

生
物
資
源
環
境
学
科
が
現
在
の
6
コ
ー
ス

体
制
に
な
っ
て
か
ら
約
10
年
ぶ
り
の
改
組
と

な
る
農
学
部
。「
生
命
環
境
農
学
科
」と
学
科

名
を
新
た
に
し
、
地
域
学
部
地
域
環
境
学
科

の
理
系
分
野
か
ら
9
名
の
教
員
を
迎
え
て
、

「
国
際
乾
燥
地
農
学
」「
里
地
里
山
環
境
管
理

学
」「
植
物
菌
類
生
産
科
学
」「
農
芸
化
学
」の

4
コ
ー
ス
に
再
編
さ
れ
る
。

　

改
組
で
大
き
く
意
識
し
て
い
る
の
は
、
農
学

部
の〝
強
み
〞を
前
面
に
出
す
こ
と
だ
。
前
身

の
鳥
取
高
等
農
業
学
校
時
代
か
ら
数
え
れ
ば

90
年
以
上
の
歴
史
を
積
み
重
ね
て
い
る
農
学

部
は
、
乾
燥
地
農
業
の
開
発
、
二
十
世
紀
梨
の

生
産
、
菌
類
き
の
こ
遺
伝
資
源
を
活
用
し
た

研
究
等
を
中
心
に
、
地
域
の
農
林
業
は
も
ち
ろ

ん
世
界
を
リ
ー
ド
す
る
よ
う
な
展
開
も
積
極

的
に
行
っ
て
き
た
。「
こ
れ
ら
を
基
軸
に
、
地

球
規
模
の
視
野
や
も
の
の
考
え
方
を
養
い
、
グ

ロ
ー
バ
ル
に
も
ロ
ー
カ
ル
に
も
活
躍
で
き
る
人

材
を
育
成
す
る
こ
と
が
こ
れ
か
ら
の
我
々
の
使

命
」と
、
改
組
に
尽
力
す
る
猪
迫
耕
二
学
科
長

は
力
を
込
め
る
。

　

農
林
業
を
取
り
巻
く
自
然
環
境
や
社
会
情

勢
は
、
良
く
も
悪
く
も
め
ま
ぐ
る
し
く
変
化
し

て
い
る
。
農
業
の
六
次
産
業
化
、Ｔ
P
Ｐ
に
よ

る
農
作
物
の
輸
出
入
量
の
増
加
、
地
球
温
暖

化
に
よ
る
気
候
変
動
が
及
ぼ
す
食
料
生
産
や

森
林
環
境
へ
の
影
響
な
ど
か
ら
浮
か
び
上
が
っ

て
く
る
課
題
に
立
ち
向
か
う
た
め
、
農
学
部
が

果
た
す
役
割
は
大
き
い
。

選
択
肢
広
が
る
多
様
な
研
究
分
野

　
「
国
際
乾
燥
地
農
学
」で
は
乾
燥
地
に
お
け

る
農
業
生
産
や
農
村
開
発
、
環
境
保
全
等
に

関
す
る
教
育
研
究
を
行
う
。

　
「
里
地
里
山
環
境
管
理
学
」は
、
都
市
域
と

原
生
自
然
の
間
に
あ
る
中
山
間
地
域
を〝
里
地

里
山
〞と
位
置
付
け
、
自
然
環
境
の
保
全
や
森

林
資
源
の
活
用
、
地
域
経
済
振
興
な
ど
を
自

然
・
社
会
科
学
の
観
点
か
ら
考
え
る
コ
ー
ス
だ
。

　
「
植
物
菌
類
生
産
科
学
」で
は
農
作
物
や
菌

類
き
の
こ
な
ど
生
物
資
源
の
発
掘
と
育
種
、
高

度
な
生
産
技
術
開
発
を
行
え
る
よ
う
な
知
識
・

技
術
に
つ
い
て
学
ぶ
。

　
「
農
芸
化
学
」は
バ
イ
オ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
を
軸

に
生
命
現
象
を
解
明
し
、
生
物
資
源
の
有
効

利
用
、
食
品
の
栄
養
・
安
全
評
価
や
機
能
性
等

に
関
す
る
教
育
研
究
を
行
う
。

　

農
学
部
は
生
物
学
系
と
い
う
印
象
が
強
い

が
、
こ
の
よ
う
に
化
学
、
地
学
、
物
理
学
、
経

済
学
等
多
彩
な
学
問
領
域
が
複
合
的
に
絡
み

合
っ
て
い
る
。「〝
生
物
は
苦
手
だ
か
ら
〞と
尻

込
み
す
る
必
要
は
な
く
、
自
分
の
得
意
分
野
を

生
か
せ
る
研
究
が
き
っ
と
見
つ
か
る
は
ず
」と
、

多
数
の
入
学
志
望
者
を
待
つ
。

学
外
リ
ソ
ー
ス
も
活
用
し
実
践
的
に

　

現
行
の
生
物
資
源
環
境
学
科
と
同
じ
く
、

1
年
次
は
学
科
共
通
の「
基
礎
科
目
」を
履
修

す
る
。
猪
迫
学
科
長
は「
高
校
生
の
段
階
で
は
、

農
学
が
ど
の
よ
う
な
も
の
か
正
し
い
理
解
は
で

き
て
い
ま
せ
ん
。
だ
か
ら
ま
ず
は
1
年
間
か
け

て
農
学
の
基
礎
を
学
ぶ
。
す
る
と
、
自
分
が
ど

改組前
平成28年度までの入学生

農学部 235名

生物資源
環境学科

フードシステム科学コース 

生物生産科学コース 

植物菌類資源科学コース 

生命・食機能科学コース 

環境共生科学コース 

国際乾燥地科学コース 

共同獣医学科 35名

200名

農学部 255名

生命環境
農学科

農芸化学
コース

植物菌類生産
科学コース

里地里山環境
管理学コース

国際乾燥地
農学コース 

共同獣医学科 35名

220名

平成29年度入学生
改組後

多
角
的
な
農
学
で

　  
世
界
の
課
題
に
挑
む
　

04

猪迫  耕二
学科長

い の さ こ  こ うじ

農学部
生物資源環境学科 教授

の
専
門
分
野
に
興
味
と
適
正
を
持
っ
て
い
る
か

判
断
で
き
る
よ
う
に
な
る
ん
で
す
」と
そ
の
意

味
を
語
る
。
1
年
間
の
基
礎
科
目
履
修
を
経

て
2
年
次
に
コ
ー
ス
を
選
択
す
る
こ
の
シ
ス
テ

ム
は
学
生
か
ら
の
評
価
が
高
く
、
改
組
後
も
採

用
し
て
い
る
。

　

こ
れ
ま
で
1
年
次
の
み
だ
っ
た
学
科
共
通
科

目
に
、
来
年
度
か
ら
は
、
4
年
次
ま
で
か
け
て

学
ぶ「
発
展
科
目
」「
探
求
科
目
」を
加
え
、
さ

ら
に
深
い
農
学
知
識
の
修
得
を
狙
っ
て
い
る
。

特
に
探
求
科
目
は
、
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
や
資

格
取
得
、
海
外
農
学
実
践
科
目
な
ど
、
キ
ャ
リ

ア
ア
ッ
プ
を
積
極
的
に
目
指
す
内
容
に（
図

2
）。
年
を
追
う
ご
と
に〝
学
ぶ
楽
し
さ
〞を
実

感
し
、
学
生
た
ち
は
実
践
に
強
い
優
秀
な
人
材

に
成
長
す
る
こ
と
だ
ろ
う
。

03

田村  文男農学部長

た む ら  ふ み お

農学部
生物資源環境学科 教授

　鳥取大学のいいところは、原生の森林や里山、
海や砂丘、田畑にすぐ行けること。小さくて何もな
い県と卑下する人もいますが、農学を学ぶ上では、
都会ではあり得ないほどの好条件に恵まれていま
す。農場がキャンパス内にあるので、1・2年次の
基礎教育の段階から現場を体験できるのです。農
学に大切なのは、現場に足を運び、五感を駆使し
て状況を感じ取り、働く人の話に耳を傾けること。
それがなければ、課題発見もその解決の糸口もつ
かめないと、私は考えています。

　この度の農学部の改組には「グローカル」という
キーワードがあります。「グローバル」と「ローカル」
を掛け合わせた造語ですが、世界と地域という場所
的な意味だけでなく、「一地域の小さな農場にいた
としても、世界規模の大きな視野と思考力を持って
課題解決に当たろう」という意味も込められていま
す。そのためには多様な知識・技術の修得、実践力、
コミュニケーション力などが必須。グローカルを意
識しながら、その力を身につけてほしいと願います。
　今回から推薦入試Ⅰに「リーダーシップ又はアク
ティビティ重視型」を追加しました。高校在学中の
課外活動等に注目するものです。ものの見方・考
え方が違う、いろんなタイプの人と一緒に学ぶと、
学問はより深く楽しいものになります。刺激し合い
ながら農学の道を究め
ていってください。

学部長からのメッセージ

現場はローカルでも、
思考はグローバルに

図2　生命環境農学科・学びのシステム

1年次 2年次 3年次 4年次

国際乾燥地農学コース 

里地里山環境管理学コース

植物菌類生産科学コース

農芸化学コース

研究室に所属するコース分属
なし

学科共通専門科目専門教育

コース専門科目
（基幹科目・展開科目）

専門教育

教養教育

コ
ー
ス
分
属

学
習
内
容

1年次末：コース選択 3年次中頃：研究室選択

卒業研究卒業研究

基礎科目　　　　　　　　　発展科目　　　　　　　　　探求科目

　平成29年度の入学者選抜方法につ
いて、基本的な部分は昨年度と大きく
変わることはありません。地域学部地
域学科はコース別に、農学部は学科
別に実施します。大学院持続性社会
創生科学研究科（博士前期課程）は、
各専攻の中で専門分野別のコースが
設定されていますので、そのコースご
とに出願を受け付けます。
　ただし、コース設定等が変わった関
係で募集人員や出願方法、入試方法
など詳細な部分で変更が生じていると
ころもありますので、「入学者選抜要
項」並びに鳥取大学のホームページで
ご確認ください。

A.基本的には変わりません。
　ただし、詳細は要項で
　必ず確認してください！

http://www.tottori-u.ac.jp
ホームページ

お問い合わせ

入試課 TEL.0857-31-5061

　今回改組となる地域学部・農学部・
大学院とも、教育課程は何も変わら
ず、入学時にお渡ししている「履修の
手引」どおりに行われますので、ご安
心ください。学部学科の名称、学生
の所属も卒業まで変更はありません。
地域学部地域環境学科の理系分野
は、平成29年度より農学部生命環境
農学科に移行しますが、在学生の所
属が農学部に変わることはありませ
ん。学んでいる研究室がなくなること
もありません。

改組により今までになかった科目が新
設されています。中には、在学生も聴
講可能なものがありますので、受講し
たい場合は担当教員へご相談くださ
い（ただし、卒業要件の単位にはカウ
ントされません）。

入試方法は
変わるの？Q.

在学生は
今後どうなる？Q.

A.在学生の学科・コースは継続
　卒業まで今の教育課程を保証



総計 244名 平成29年度入学生
改組前
平成28年度までの入学生

改組後

持続性社会創生科学研究科
博士前期課程 251名

地域学専攻

工学専攻

農学専攻

国際乾燥地科学専攻

20名

165名

46名

20名

地域学研究科
修士課程 30名

地域創造専攻

地域教育専攻

15名

15名

機械宇宙工学専攻

情報エレクトロニクス専攻

化学・生物応用工学専攻

社会基盤工学専攻

39名

45名

30名

39名

工学研究科
博士前期課程 153名

フィールド生産科学専攻

生命資源科学専攻

国際乾燥地科学専攻

25名

21名

15名

農学研究科
修士課程 61名

統合

る
基
本
的
な
知
識
を
、
超
領
域
科
目
で
は
自

分
の
専
門
と
は
異
な
る
領
域
を
学
ぶ
内
容
と

な
っ
て
い
る
。
持
続
性
社
会
へ
の
広
い
理
解
と

俯
瞰
的
視
野
の
養
成
が
狙
い
だ
。

　

2
つ
目
は「
鳥
取
大
学
地
域
戦
略
プ
ロ
グ
ラ

ム
」。
2
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
分
か
れ
て
お
り
、
本

学
の
特
色
で
あ
る「
乾
燥
地
開
発
」「
地
域
創

生
」に
つ
い
て
体
系
的
に
学
び
、
ユ
ニ
ー
ク
な

知
識
を
持
つ
人
材
を
育
成
し
よ
う
と
い
う
も
の

だ
。
8
単
位
以
上
を
修
得
す
る
こ
と
で
修
了

認
定
書
を
授
与
す
る
。

　

3
つ
目
は「
地
域
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
ス
タ
デ
ィ

ズ
」。
地
域
学
専
攻
・
地
域
創
生
コ
ー
ス
と
工

学
専
攻
・
社
会
シ
ス
テ
ム
土
木
コ
ー
ス
の
一
部

が
取
り
組
む
も
の
で
、
共
同
し
て
地
域
の
課
題

発
見
・
解
決
、
プ
レ
ゼ
ン
ま
で
を
行
う
実
践
的

な
科
目
と
な
っ
て
い
る
。

　

特
徴
的
な
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
も
と
、
新
研
究

科
で
力
を
つ
け
た
若
者
が
未
来
社
会
の
創
生
を

担
う
日
が
待
ち
遠
し
い
。

自
分
の
専
門
を
も
う
一
つ
つ
く
る

　

地
球
温
暖
化
・
砂
漠
化
の
進
行
、
食
料
・
エ

ネ
ル
ギ
ー
問
題
、
人
口
減
少
・
高
齢
化
と
い
っ

た
厳
し
い
現
状
の
中
で
、
鳥
取
大
学
と
し
て
何

が
で
き
る
の
か
。「
一
分
野
の
狭
い
範
囲
だ
け

で
問
題
を
解
決
す
る
の
は
難
し
く
、
ど
う
し
て

も
異
分
野
と
連
携
が
必
要
に
な
る
」。
大
学
院

の
改
組
を
担
当
す
る
柗
見
吉
晴
副
学
長
は
、

地
域
学
研
究
科
、
農
学
研
究
科
の
修
士
課
程

及
び
工
学
研
究
科
博
士
前
期
課
程
を
統
合
し

た「
持
続
性
社
会
創
生
科
学
研
究
科
」誕
生
の

経
緯
を
語
っ
た
。

　

こ
れ
ま
で
は
各
研
究
科
別
に
学
部
教
育
の
専

門
性
を
さ
ら
に
突
き
詰
め
る
ス
タ
イ
ル
だ
っ
た

が
、
3
研
究
科
を
1
つ
に
す
る
こ
と
に
よ
り
他
の

専
門
分
野
に
触
れ
る
機
会
を
つ
く
り
出
し
た
。

そ
の
目
的
は「
π
型
人
材
」の
養
成
だ
。「
Ｉ
型

は
一
つ
の
専
門
性
を
究
め
る
こ
と
、Ｔ
型
は
そ
の

背
景
も
知
る
こ
と
。
そ
し
て
π
型
は
、
も
う
一
つ

専
門
性
を
持
つ
と
い
う
こ
と
で
す
。
例
え
ば
一
つ

の
課
題
に
共
同
で
取
り
組
む
と
き
、
異
分
野
の

知
識
が
な
け
れ
ば
う
ま
く
意
思
疎
通
を
行
う
こ

と
が
で
き
な
い
。
別
の
専
門
性
を
身
に
つ
け
る

こ
と
は
実
践
力
の
向
上
に
つ
な
が
る
の
で
す
」と
、

新
体
制
の
人
材
育
成
に
期
待
を
寄
せ
る
。

持
続
性
社
会
を
学
ぶ

共
通
科
目
を
新
設

　

教
育
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
は
、
大
き
く
3
つ
の

要
素
が
新
た
に
加
わ
っ
た（
図
3
）。
一
つ
は「
研

究
科
共
通
科
目
」だ
。
専
攻
・
コ
ー
ス
に
よ
ら

ず
、
全
員
が
共
通
の
内
容
を
履
修
。
共
通
科

目
は「
基
盤
科
目
」「
超
領
域
科
目
」に
分
か
れ

て
お
り
、
基
盤
科
目
で
は
持
続
性
社
会
に
関
す

複
数
の
専
門
を
持
つ

　  
π
型
人
材
を
育
成

持続性社会創生
科学研究科

細井  由彦理事・副学長

ほ そ い  よ し ひ こ

企画・評価担当
広報担当

柗見  吉晴
副学長

ま つ み  よ し は る

湖山地区整備構想担当
組織改革担当

0506

　地域に暮らす人々の生活や文化を活か
した公共的課題の解決法や地域性を基盤
にした持続可能な地域の創造について学
ぶ「地域創生」と、地域の様々な教育資源
を活用した生涯にわたる人づくりについて
考える「人間形成」の2コースを置き、専
門性を活かして活躍できる「地域のキー
パーソン」養成を目指す。
　地域創生コースは、工学専攻・社会シ
ステム土木コースの学生と共同して「地域
マネジメントスタディズ」に取り組む。　

［取得できる学位］ 
修士（地域学）、修士（教育学）

地域学専攻

　「機械宇宙工学」「情報エレクトロニク
ス」「化学バイオ」「社会システム土木」「メ
タンハイドレート科学」の5コースがある。
　近年の企業や研究機関では、伝統的工
学に関する高度な知識・技術に加え、多
様なニーズに対応できる異分野技術を融
合利用する素養も求められている。最新
科学技術＋実践教育のもと、高度な知識・
技術を体系的に修得し、ハードとソフトの
両方を駆使できる高度専門技術者・研究
者の養成を目指す。

［取得できる学位］ 
修士（工学）、修士（学術）

工学専攻

　多岐にわたる教育研究分野を「里地里
山環境管理学」「植物菌類生産科学」「農
芸化学」の3つにコース分けし、学部での
学びをさらに深める。
　生物資源の取り扱いに関し正しい倫理
観を育てながら、先進的な生物生産やバ
イオテクノロジー、環境保全・修復、経済
的・経営的分析等に関する高度な知識・
技術を修得し、問題点を多角的にとらえる
学際性を持って世界と地域の持続的な発
展に貢献できる人材を養成する。

［取得できる学位］ 
修士（農学）

農学専攻

　「一般コース」では高度な専門技術と国
際的視線を持った人材を、全科目を英語
で行う「特別コース」では、国際的に活動
するための高度な実践力をつけた人材を
養成する。
　森林の消滅と砂漠化の進行が世界の大
きな問題となっている。乾燥地農業技術
のみならず、そこに暮らす住民の人間開発
分野も取り込み、自然と調和する循環型
社会の創生を目指して、グローバルな視
点で解決策を導き出す教育研究を行う。

［取得できる学位］ 
修士（農学）、修士（学術）

国際乾燥地科学専攻

国際乾燥地
科学専攻 農学専攻 工学専攻

持続性社会創生科学研究科

地域創生

乾燥地開発

地域学専攻

専門科目
（基幹科目・展開科目）

研究科共通科目
（基盤科目・超領域科目）

地域マネジメント
スタディズ

鳥取大学地域戦略
プログラム

図3　新しい教育カリキュラム

理事からのメッセージ 専門性と視野を広げ、
自らをイノベーションしよう

　今、「イノベーション」ということが盛んに言われています。一般的には、技術革新、技
術開発という意味ですが、違う考え方や技術を組み合わせて新しいものを創造する、とい
う意味も持っています。つまり、自分の専門だけにこだわらず、幅広い視野と柔軟な考え
方を合わせ持つことがこれからの時代には必要なのです。別々だった地域学・農学・工学
の研究科が一緒になることにより同じ教室で学び、隣にいる仲間が何の研究をしているの
か知ってください。

　新研究科の名前には、我々の思いが込められていま
す。今までは学問領域の名前が付いていましたが、改
組後は「持続性社会創生科学研究科」と、追い求めて
いく目標を科名にしたのです。私たちはこれまで経験
したことのない社会へ進もうとしています。世界に様々
な課題が山積する中、これまでのやり方では通用しな
い。縦割りの壁を取り払って、異分野同士が手を取り
合って立ち向かわなければならないのです。
　鳥取大学のキャンパスはコンパクトなサイズで、そう
いう意味では垣根を越えた交流がしやすい環境にある
のではないでしょうか。同じ敷地内に各学部が集い、
学部の棟も比較的近い距離にあります。それを生かし
ていろんな人と知り合い、コミュニケーションをとり、
専門性と視野を幅広く持ってほしいと願っています。

専
攻
を
超
え
て
学
ぶ
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移
動
販
売
、
復
権
！

　

子
供
の
頃
、
野
菜
類
を
積
ん
だ
軽
ト
ラ
ッ

ク
に
乗
っ
て
八
百
屋
さ
ん
が
家
の
近
く
ま
で
来

る
と
、
祖
母
が
よ
く
そ
こ
に
出
か
け
て
買
い
物

を
し
て
い
た
こ
と
を
覚
え
て
い
ま
す
。
こ
の
よ

う
に
、
移
動
販
売
自
体
は
古
く
か
ら
あ
る
販

売
形
態
で
す
が
、
近
年
、
小
売
店
舗
が
撤
退

し
た
過
疎
地
域
な
ど
で
復
活
し
、
地
域
住
民

の
生
活
を
支
え
て
い
ま
す
。
鳥
取
県
で
も
、
平

成
20
年
以
降
に
な
っ
て
、
県
な
ど
の
支
援
に
よ

り
移
動
販
売
車
が
導
入
さ
れ
、
10
を
超
え
る

事
業
者
が
県
内
各
地
で
移
動
販
売
を
展
開
し

て
い
ま
す
。
そ
の
多
く
は
民
間
業
者
に
よ
り

営
ま
れ
て
い
ま
す
が
、
現
代
の
移
動
販
売
は
、

本
業
で
あ
る
買
い
物
以
外
の
サ
ー
ビ
ス
、
中
で

も
高
齢
者
の
見
守
り
な
ど
の
福
祉
的
な
サ
ー

ビ
ス
を
兼
ね
る
こ
と
で
、
高
齢
者
の
暮
ら
し
を

支
え
る
重
要
な
イ
ン
フ
ラ（
社
会
基
盤
）と

な
っ
て
い
る
の
で
す
。
人
口
減
少
や
少
子
高
齢

化
が
進
む
中
山
間
地
域
に
お
い
て
よ
り
良
い

生
活
支
援
の
仕
組
み
を
つ
く
る
う
え
で
、
移

動
販
売
が
果
た
す
機
能
は
重
要
な
意
味
を

持
っ
て
い
ま
す
。

調
査
・
分
析
か
ら
見
え
て
き
た
こ
と

　

私
た
ち
の
研
究
室
で
は
鳥
取
県
と
と
も
に
、

移
動
販
売
に
よ
る
買
い
物
支
援
の
先
進
地
で

あ
る
鳥
取
県
日
野
郡
を
対
象
に
二
種
類
の
調

査
を
実
施
し
ま
し
た
。
一
つ
は
、
平
成
24
年
度

冬
期
に
江
府
町
、
日
野
町
住
民
を
対
象
に
行
っ

た
食
料
品
・
日
用
品
の
購
入
に
関
す
る
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
で
す
。
も
う
一
つ
は
、
翌
夏
に
行
っ

た
移
動
販
売
の
実
態
調
査
で
、
調
査
員（
大
学

生
）が
移
動
販
売
車
に
一
週
間
同
行
し
、
移
動

販
売
ス
タ
ッ
フ
が
ど
の
よ
う
な
活
動
を
ど
れ
だ

け
の
人
数
で
ど
の
時
間
帯
に
実
施
し
て
い
る
の

か
を
利
用
者
の
人
数
と
と
も
に
調
査
し
ま
し

た
。
調
査
・
分
析
の
結
果
、
以
下
の
こ
と
が
明

ら
か
に
な
り
ま
し
た
。

●
対
象
地
域
で
は
、
移
動
販
売
が
始
ま
っ
て
10

年
。
基
本
的
に
全
集
落
に
週
2
回
の
サ
ー

ビ
ス
を
行
っ
て
い
ま
す
。
充
実
し
た
サ
ー
ビ

ス
機
会
と
サ
ー
ビ
ス
の
普
及
に
よ
り
、
移
動

販
売
の
利
用
者
は
多
く
、
地
域
住
民（
65
歳

以
上
）の
4
割
近
い
人
が
利
用
し
て
い
ま
す

（
図
1
）。

●
移
動
販
売
車
の
運
行
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
記
録
よ

り
、
販
売
車
が
移
動
の
途
中
で
店
舗
に
寄

る
、
あ
る
い
は
販
売
地
点
に
近
い
店
舗
か
ら

届
け
る
形
で
商
品
を
き
め
細
か
く
補
充
し
、

常
に
品
揃
え
を
一
定
水
準
に
保
つ
工
夫
が
な

さ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。
ま
た
、

店
舗
で
時
間
調
整
を
行
う
中
で
、
ス
タ
ッ
フ

間
で
顧
客
に
関
す
る
情
報
共
有
を
行
っ
て
い

ま
す
。
特
に
、ふ
だ
ん
と
様
子
が
違
っ
た
り
、

食
生
活
（
購
入
商
品
）に
偏
り
が
見
ら
れ
た

り
す
る
高
齢
者
に
つ
い
て
の
情
報
共
有
は

重
要
で
す
。

●
移
動
販
売
ス
タ
ッ
フ
へ
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
よ
り
、

利
用
者（
高
齢
者
）に
対
し
て
行
う
福
祉
的

サ
ー
ビ
ス
と
し
て
、
声
か
け
、
見
回
り（
場

合
に
よ
っ
て
は
福
祉
保
健
課
へ
の
連
絡
）、
健

康
相
談
と
い
っ
た
問
診
に
近
い
も
の
、
ま
た
、

買
い
物
代
行
、（
商
品
と
は
異
な
る
）荷
物

の
運
搬
、
電
球
交
換
や
雪
か
き
、
郵
便
物
の

投
函
な
ど
、
家
事
支
援
的
な
も
の
が
あ
る
こ

と
が
わ
か
り
ま
し
た
。
こ
れ
ら
は
頻
度
と
し

て
は
高
く
な
い
も
の
の
、
ス
タ
ッ
フ
と
高
齢

者
と
の
濃
密
な
関
係
に
基
づ
き
ニ
ー
ズ
が
表

出
し
た
も
の
と
言
え
ま
す
。

●
移
動
販
売
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
合
わ
せ
て
買

い
物
客
が
そ
こ
に
集
ま
る
こ
と
を
利
用
し
、

月
に
一
回
、
移
動
販
売
に
日
野
病
院
の
看
護

師
が
同
行
し
て
、
高
齢
者
に
来
た
人
の
健
康

相
談
に
の
っ
て
い
ま
す（「
看
護
の
宅
配
便
」）。

　

一
連
の
調
査
の
結
果
を
経
て
、
現
在
、
地
元

自
治
体
の
委
託
を
受
け
て
こ
の
移
動
販
売
事

業
者
が
高
齢
者
見
守
り
業
務
を
行
っ
て
い
ま

す
。
社
会
に
変
化
が
起
こ
り
ま
し
た
！

地
域
づ
く
り
に

な
ぜ
工
学
部
の
研
究
室
？

　

と
こ
ろ
で
、
地
域
づ
く
り
に
な
ぜ
工
学
部
の

研
究
室
が
？ 

と
思
わ
れ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

地
域
づ
く
り
に
は
多
様
な
知
識
や
知
恵
が
必

要
で
、
そ
の
た
め
に
は
、
遠
い
将
来
や
幅
広
い

地
域
を
見
渡
し
た
調
査
・
分
析
、
シ
ミ
ュ
レ
ー

シ
ョ
ン
と
い
う
理
工
系
能
力
に
支
え
ら
れ
た

解
析
が
不
可
欠
で
す
。
私
た
ち
は
、
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
、
移
動
販
売
実
態
調
査
で
得
ら
れ
た

デ
ー
タ
を
用
い
て
、
例
え
ば
次
の
よ
う
な
こ
と

を
明
ら
か
に
し
ま
し
た
。

●
こ
の
地
域
に
移
動
販
売
事
業
が
な
か
っ
た
と

仮
定
し
た
と
き
に
同
等
の
サ
ー
ビ
ス（
買
い

物
お
よ
び
福
祉
サ
ー
ビ
ス
）を
公
共
交
通
や

支
援
員
に
よ
り
供
給
す
る
場
合
に
必
要
と

な
る
費
用
を
算
出
し
、
移
動
販
売
が
果
た

す
役
割
が
大
き
い
こ
と
を
見
出
し
ま
し
た
。

●
移
動
販
売
の
効
果
を
住
民
の
買
い
物
頻
度
の

変
化
に
着
目
し
て
測
っ
て
み
る
と
、
固
定
店

舗
か
ら
遠
い
集
落
に
住
み
、
車
の
運
転
を
し

な
い
健
康
な
高
齢
者
は
、
移
動
販
売
が
あ
る

こ
と
に
よ
っ
て
週
平
均
1
回
以
上
買
い
物
回

数
に
差
が
出
る
も
の
と
予
測
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
に
よ
り
、
や
は
り
移
動
販
売
が
果
た
す

役
割
は
大
き
い
と
言
え
る
で
し
ょ
う
。

地
域
住
民
の
生
活
を
支
え
る

イ
ン
フ
ラ
と
し
て
の
移
動
販
売
の
進
化

　

現
在
、
日
野
町
立
図
書
館
で
は「
ま
ち
じ
ゅ

う
図
書
館
」構
想
の
一
環
と
し
て
、
地
域
の
人

の
集
ま
る
場
所
や
病
院
・
お
店
な
ど
町
内
10
か

所
に
小
さ
な
本
箱
と
本
を
置
き
、
ど
こ
で
も
図

書
館
を
利
用
し
て
も
ら
い
、
身
近
に
感
じ
て
も

ら
お
う
と「
よ
ら
い
や
図
書
館
」を
設
置
し
て

い
ま
す
。
こ
こ
で
も
移
動
販
売
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
が
活
躍
し
、
移
動
店
舗
車
が
本
の
返
却
を
引

き
受
け
る
こ
と
で
住
民
の
図
書
館
利
用
促
進
に

一
役
買
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
、
地
域
を
回

る
サ
ー
ビ
ス
業
者
が
本
業
の
傍
ら
、
空
い
た
時

間
に
何
ら
か
の
生
活
支
援
サ
ー
ビ
ス
を
担
う
こ

と
が
、
過
疎
地
域
に
お
け
る
今
後
の
生
活
支
援

の
し
く
み
と
し
て
有
望
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
私

た
ち
も
、
現
場
で
の
こ
う
し
た
取
り
組
み
を
学

び
つ
つ
、
生
活
支
援
の
し
く
み
の
導
入
検
討
や

計
画
立
案
に
つ
な
が
る
研
究
を
深
め
て
い
き
、

中
山
間
地
域
を
支
え
る
サ
ー
ビ
ス
の
あ
り
方
を

人
口
が
最
も
少
な
い
鳥
取
県
か
ら
全
国
に
向
け

て
発
信
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

私
が
所
属
す
る
社
会
経
営
工
学
講
座
公
共
シ
ス
テ
ム
研
究
室
で
は
、
谷
本
圭
志
教
授
、
長
曽
我
部
ま
ど
か
助
教
と

私
の
3
名
の
教
員
で
、
地
域
課
題
の
解
決
に
役
立
つ
シ
ス
テ
ム
や
サ
ー
ビ
ス
の
計
画
・
設
計
に
つ
い
て
研
究
を

行
っ
て
い
ま
す
。
鳥
取
と
い
う
土
地
柄
、
特
に
過
疎
や
人
口
減
少
の
問
題
は
重
要
な
研
究
テ
ー
マ
で
す
。

今
回
は
、
近
年
、
県
内
各
地
で
導
入
が
進
む
移
動
販
売
事
業
と
の
か
か
わ
り
に
つ
い
て
お
話
し
し
ま
す
。

中
山
間
地
域
の
生
活
を

支
え
る
し
く
み
を

計
画
・
設
計
す
る

社
会
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「
細
胞
膜
透
過
ペ
プ
チ
ド
」は

薬
の
運
び
屋

　

我
々
ヒ
ト
を
含
む
生
き
物
は
、
小
さ
な
細

胞
か
ら
作
ら
れ
て
い
ま
す
。
細
胞
は
細
胞
膜
に

よ
っ
て
外
と
中
が
隔
て
ら
れ
て
い
る
た
め
、
細

胞
の
中
に
目
的
の
化
合
物
を
送
り
届
け
る
こ
と

は
容
易
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
ド
ラ
ッ

グ
デ
リ
バ
リ
ー
シ
ス
テ
ム（
D
D
S
）で
は
、
さ

ま
ざ
ま
な「
運
び
屋
」を
使
う
こ
と
で
、
細
胞

の
中
へ
目
的
の
化
合
物（
薬
な
ど
）を
届
け
る

こ
と
が
可
能
に
な
り
ま
す
。
D
D
S
の
運
び

屋
の
一
つ
と
し
て
、「
細
胞
膜
透
過
ペ
プ
チ
ド
」

が
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
ペ
プ
チ
ド
は
、
ア
ミ
ノ

酸
が
数
個
か
ら
数
十
個
つ
な
が
っ
た
化
合
物
で

す
が
、
通
常
は
細
胞
膜
を
通
り
抜
け
る
こ
と
は

で
き
な
い
た
め
、
細
胞
の
中
に
入
る
こ
と
は
で

き
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
特
定
の
ア
ミ
ノ
酸
配
列

を
持
っ
た
細
胞
膜
透
過
ペ
プ
チ
ド
は
、
細
胞
膜

を
通
過
し
て
細
胞
の
中
に
入
る
こ
と
が
で
き
る

た
め
、
薬
の
運
び
屋
と
し
て
現
在
研
究
が
進
め

ら
れ
て
い
ま
す
。

　

現
在
知
ら
れ
て
い
る
細
胞
膜
透
過
ペ
プ
チ
ド

は
、
主
に
ア
ル
ギ
ニ
ン
や
リ
ジ
ン
と
い
っ
た
塩

基
性
ア
ミ
ノ
酸
を
豊
富
に
含
ん
で
い
ま
す
。
塩

基
性
ア
ミ
ノ
酸
は
正
電
荷
を
持
つ
た
め
、
細
胞

膜
透
過
ペ
プ
チ
ド
も
高
い
正
電
荷
密
度
を
有

し
て
い
ま
す
。
こ
の
正
電
荷
密
度
こ
そ
が
、
細

胞
膜
透
過
ペ
プ
チ
ド
が
細
胞
膜
を
透
過
す
る

際
の
原
動
力
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

新
し
い
細
胞
膜
透
過
ペ
プ
チ
ド

『
ポ
リ
ヒ
ス
チ
ジ
ン
』の
発
見

　

一
方
で
、
我
々
の
研
究
グ
ル
ー
プ
は
、
ア
ミ

ノ
酸
の
一
種
で
あ
る
ヒ
ス
チ
ジ
ン
の
研
究
を
し

て
い
ま
し
た
。
そ
の
過
程
で
、
ヒ
ス
チ
ジ
ン
を

複
数
個
連
続
し
て
つ
な
げ
た
ペ
プ
チ
ド
が
、
細

胞
の
中
に
取
り
込
ま
れ
る
現
象
を
偶
然
見
つ

け
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
に
、
細
胞
膜
を
透
過

す
る
ペ
プ
チ
ド
は
、
ア
ル
ギ
ニ
ン
ま
た
は
リ
ジ

ン
を
豊
富
に
含
む
こ
と
が
重
要
条
件
と
し
て

知
ら
れ
て
い
ま
し
た
の
で
、
ヒ
ス
チ
ジ
ン
だ
け

を
つ
な
げ
た
だ
け
で
細
胞
膜
を
通
り
抜
け
る

な
ど
と
い
う
こ
と
は
常
識
的
に
考
え
ら
れ
ま

せ
ん
で
し
た
。
そ
こ
で
、
我
々
は
ヒ
ス
チ
ジ
ン

だ
け
を
連
続
し
て
つ
な
げ
た
ペ
プ
チ
ド
を『
ポ

リ
ヒ
ス
チ
ジ
ン
』と
名
付
け
、
従
来
の
細
胞
膜

透
過
ペ
プ
チ
ド
と
比
較
を
し
て
み
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
驚
く
べ
き
こ
と
に
、
ポ
リ
ヒ
ス
チ

ジ
ン
は
従
来
の
細
胞
膜
透
過
ペ
プ
チ
ド
よ
り

も
は
る
か
に
高
い
細
胞
膜
透
過
能
を
有
し
て

い
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。
新
し

い
細
胞
膜
透
過
ペ
プ
チ
ド『
ポ
リ
ヒ
ス
チ
ジ
ン
』

発
見
の
瞬
間
で
し
た
。

ポ
リ
ヒ
ス
チ
ジ
ン
の
高
い
輸
送
能
力

　

大
変
興
味
深
い
こ
と
に
、
ポ
リ
ヒ
ス
チ
ジ
ン

は
ヒ
ス
チ
ジ
ン
の
数
が
多
く
な
る
ほ
ど
細
胞
膜

透
過
能
が
上
昇
し
、
ヒ
ス
チ
ジ
ン
16
残
基
以
上

が
高
い
細
胞
膜
透
過
能
を
示
す
こ
と
が
分
か

り
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
ポ
リ
ヒ
ス
チ
ジ
ン
は
正

電
荷
に
関
係
な
く
細
胞
膜
透
過
を
示
し
た
こ

と
か
ら
、
従
来
の
細
胞
膜
透
過
ペ
プ
チ
ド
と
は

異
な
る
新
し
い
機
能
を
も
っ
た
ペ
プ
チ
ド
で
あ

る
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た（
図
1
）。

　

さ
ら
に
、
タ
ン
パ
ク
質
や
リ
ポ
ソ
ー
ム（
リ

ン
脂
質
の
カ
プ
セ
ル
）と
い
っ
た
大
き
な
分
子

に
ポ
リ
ヒ
ス
チ
ジ
ン
を
付
け
加
え
る
こ
と
で
、

細
胞
の
中
へ
運
び
込
む
こ
と
が
で
き
る
こ
と
も

分
か
り
ま
し
た
。
ポ
リ
ヒ
ス
チ
ジ
ン
は
高
い
輸

送
能
力
を
持
っ
て
い
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
と

同
時
に
、
ポ
リ
ヒ
ス
チ
ジ
ン
を
利
用
す
る
こ
と

で
、
薬
と
な
り
得
る
タ
ン
パ
ク
質
や
薬
を
含
ん

だ
リ
ポ
ソ
ー
ム
を
細
胞
内
へ
運
び
込
む
こ
と
が

で
き
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

ポ
リ
ヒ
ス
チ
ジ
ン
で

が
ん
組
織
を
狙
い
撃
ち
に
す
る

　

製
薬
会
社
と
の
共
同
研
究
で
は
、
腫
瘍（
線

維
肉
腫
）を
人
工
的
に
形
成
さ
せ
た
担
癌
マ
ウ

ス
の
体
内
に
お
い
て
、
ポ
リ
ヒ
ス
チ
ジ
ン
は
正
確

に
が
ん
組
織
に
集
積
す
る
こ
と
が
分
か
り
ま
し

た
。
さ
ら
に
、マ
ウ
ス
体
内
で
ポ
リ
ヒ
ス
チ
ジ
ン

は
1
3
2
時
間
以
上
も
が
ん
組
織
に
留
ま
り
続

け
ま
し
た
。
こ
の
結
果
は
、
ポ
リ
ヒ
ス
チ
ジ
ン
を

使
っ
て
が
ん
組
織
に
薬
を
運
ぶ
こ
と
が
で
き
る

こ
と
を
強
く
示
唆
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
ポ
リ

ヒ
ス
チ
ジ
ン
は
生
体
内
で
安
定
で
あ
る（
寿
命
が

長
い
）こ
と
も
明
ら
か
に
な
り
ま
し
た（
図
2
）。

ポ
リ
ヒ
ス
チ
ジ
ン
は

植
物
細
胞
に
対
し
て
も
有
効
で
あ
る

　

動
物
細
胞
だ
け
で
な
く
、
細
胞
壁
を
も
つ
植

物
細
胞
に
対
し
て
も
ポ
リ
ヒ
ス
チ
ジ
ン
の
細
胞

膜
透
過
を
調
べ
て
み
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
非

常
に
面
白
い
こ
と
に
、
動
物
細
胞
に
対
し
て
は

長
い（
16
残
基
以
上
の
）ポ
リ
ヒ
ス
チ
ジ
ン
が

よ
く
細
胞
膜
透
過
を
示
し
た
の
に
対
し
て
、
植

物
細
胞
に
対
し
て
は
短
い（
6
〜
10
残
基
の
）

ポ
リ
ヒ
ス
チ
ジ
ン
が
よ
く
細
胞
膜
透
過
を
示

す
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た（
図
3
）。

　

こ
れ
ら
の
研
究
成
果
か
ら
、
動
物
細
胞
に
は

長
い
ポ
リ
ヒ
ス
チ
ジ
ン
、
植
物
細
胞
に
は
短
い

ポ
リ
ヒ
ス
チ
ジ
ン
を
使
い
分
け
る
こ
と
で
、狙
っ

た
細
胞
内
に
目
的
の
化
合
物
を
送
り
届
け
る

D
D
S
が
で
き
る
と
考
え
ら
れ
ま
す（
図
4
）。

鳥
取
大
学
発
の
と
て
も
魅
力
的
な
素
材
で
あ

る『
ポ
リ
ヒ
ス
チ
ジ
ン
』を
使
っ
て
、
鳥
取
大
学

発
の
新
技
術
を
創
り
出
し
て
い
く
こ
と
を
目
指

し
て
い
ま
す
。

我
々
の
体
を
つ
く
っ
て
い
る
細
胞
の
中
に
薬
を
送
り
届
け
る
技
術
を
、
ド
ラ
ッ
グ

デ
リ
バ
リ
ー
シ
ス
テ
ム（
D
D
S
）と
呼
び
ま
す
。

鳥
取
大
学
農
学
部
で
発
見
さ
れ
た
新
し
い
ペ
プ
チ
ド
『
ポ
リ
ヒ
ス
チ
ジ
ン
』
は
、

細
胞
膜
を
す
り
抜
け
て
、効
率
的
に
細
胞
の
中
に
入
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
か
ら
、

薬
の
新
し
い
運
び
屋
と
し
て
D
D
S
へ
の
応
用
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

話
題
の

 

研
究

鳥
大
発
・
薬
の
新
し
い
運
び
屋

『
ポ
リ
ヒ
ス
チ
ジ
ン
』

岩崎  崇 准教授

い わ さ き  た か し

農学部生物資源環境学科

広島大学理学部生物科学科卒業
筑波大学大学院生命環境科学研究
科修了 博士（農学）
農業生物資源研究所
日本学術振興会 特別研究員PD
鳥取大学農学部生物資源環境学科 助教
 同 准教授

2005年
2009年

2009年

2010年
2016年

釣り／キャンプ／マラソン趣味
ペプチド化学／細胞生物学専門

略歴

図3　植物細胞に対するポリヒスチジンの細胞膜透過能

図2　ポリヒスチジンのがん組織への集積

図1　動物細胞に対するポリヒスチジンの細胞膜透過能

図4　ポリヒスチジンの応用構想
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何
か
新
し
い
こ
と
を
始
め
た
く
て

医
学
部
な
ら
で
は
の
サ
ー
ク
ル
へ

▼
池
成
　
大
学
で
は
何
か
新
し
い
こ
と
を
始
め
て

み
た
い
と
思
っ
て
、
手
話
サ
ー
ク
ル
に
入
り
ま
し

た
。
医
学
科
は
手
話
の
授
業
が
あ
る
け
ど
保
健

学
科
に
は
な
い
し
、
面
白
そ
う
だ
な
っ
て
興
味
が

湧
い
た
ん
で
す
よ
ね
。

▼
毛
戸
　
私
は
、
入
学
前
か
ら「
パ
ッ
チ
ア
ダ
ム
ス

ク
ラ
ブ（
以
下
：
パ
ッ
チ
）」に
入
る
こ
と
を
決
め

て
い
ま
し
た
。
映
画『
パ
ッ
チ
・
ア
ダ
ム
ス
』を

見
て「
ホ
ス
ピ
タ
ル
・
ク
ラ
ウ
ン
」の
活
動
が
あ

る
こ
と
を
知
っ
た
の
が
き
っ
か
け
。
高
校
生
の

時
に
鳥
大
の
資
料
を
見
て
い
た
ら
、
サ
ー
ク
ル
紹

介
に
ク
ラ
ブ
名
が
書
い
て
あ
っ
て「
こ
こ
だ
！
」

と
思
っ
た
ん
で
す
。

▼
平
尾
　
私
は
、
せ
っ
か
く
医
学
部
に
来
た
ん
だ

し
何
か
医
療
系
の
サ
ー
ク
ル
に
入
り
た
い
と

思
っ
て
、「Peer in heart

（
以
下
：
ピ
ア
）」に

入
り
ま
し
た
。
授
業
を
受
け
て
い
る
先
生
方
が

ピ
ア
の
顧
問
を
し
て
お
ら
れ
て
、
入
部
し
た
ら
そ

の
先
生
方
と
仲
良
く
な
れ
る
か
な
と
い
う
の
も

あ
り
ま
し
た（
笑
）。
実
は
パ
ッ
チ
に
も
入
っ
て

い
ま
す
。

▼
池
成
　
僕
も「
学
生
Ａ
Ｃ
Ｌ
Ｓ
」と
い
う
救
急
救

命
サ
ー
ク
ル
と
、
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
サ
ー
ク
ル
を
兼

部
し
て
い
ま
す
。

▼
毛
戸
　
私
も「
ギ
タ
ー
マ
ン
ド
リ
ン
部
」に
入
っ

て
い
ま
す
。

▼
平
尾
　
ど
の
サ
ー
ク
ル
で
も
、
兼
部
し
て
い
る
人

は
結
構
多
い
よ
ね
。

日
々
成
長
し
て
い
る
自
分
を
実
感
！

▼
池
成
　
し
ゅ
わ
っ
チ
で
は
、
た
だ
手
話
の
単
語
を

覚
え
る
だ
け
で
な
く
、
ろ
う
の
方
と
実
際
に
会

話
す
る
こ
と
を
大
事
に
し
て
い
ま
す
。
自
分
の

手
話
が
相
手
に
伝
わ
っ
た
時
は「
や
っ
た
！
」っ

て
う
れ
し
く
な
る
ん
で
す
よ
ね
。
伝
え
た
い
事

柄
を
頭
の
中
で
整
理
し
て
、
分
か
り
や
す
い
言
葉

で
的
確
に
伝
え
る
と
い
う
訓
練
は
、
日
常
生
活

や
授
業
で
も
役
立
っ
て
い
ま
す
。

▼
平
尾
　
そ
れ
っ
て
簡
単
そ
う
で
意
外
と
難
し
い

よ
ね
。
ピ
ア
の
活
動
で
は
、
た
く
さ
ん
の
中
高
生

を
前
に
マ
イ
ク
で
話
を
し
た
り
、
グ
ル
ー
プ
ワ
ー

ク
で
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー
役
を
し
た
り
す
る
ん

だ
け
ど
、
台
本
の
棒
読
み
で
は
な
く
、
抑
揚
を
つ

け
た
り
、
中
高
生
の
反
応
や
意
見
を
取
り
入
れ

て
臨
機
応
変
に
言
い
方
を
変
え
た
り
し
な
い
と

い
け
な
く
て
。
だ
か
ら
、
そ
う
い
う
力
が
す
ご
く

身
に
つ
き
ま
し
た
。

▼
毛
戸
　
私
も
、
サ
ー
ク
ル
活
動
を
通
し
て
自
分

が
成
長
し
て
い
る
の
を
感
じ
て
い
ま
す
。
高
校

生
の
時
は
積
極
的
に
人
と
か
か
わ
る
の
が
苦
手

だ
っ
た
け
ど
、
小
さ
な
子
ど
も
た
ち
を
前
に
そ
ん

な
こ
と
は
言
っ
て
い
ら
れ
な
い
。
人
見
知
り
し

て
泣
い
ち
ゃ
う
子
も
い
る
か
ら
、「
○
○
ち
ゃ
ん

は
…
」と
意
識
し
て
名
前
を
た
く
さ
ん
呼
ぶ
と

か
、
お
う
ち
の
方
と
仲
が
い
い
と
こ
ろ
を
見
せ
て

安
心
さ
せ
る
と
か
、
先
輩
か
ら
教
わ
っ
た
テ
ク

ニ
ッ
ク
に
自
分
な
り
の
工
夫
を
加
え
て
接
す
る

よ
う
に
心
が
け
て
い
ま
す
。

出
会
っ
た
人
の
笑
顔
が
見
た
い
か
ら

思
い
を
込
め
て
活
動
し
て
い
ま
す

▼
平
尾
　
中
高
生
た
ち
は「
学
校
に
大
学
生
が
や
っ

て
来
る
！
」と
、
私
た
ち
ピ
ア
の
訪
問
を
ウ
キ
ウ

キ
し
て
待
っ
て
く
れ
て
い
る
み
た
い
な
ん
で
す
。

グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
や
発
表
の
場
面
で
は
、
普
段

は
あ
ま
り
目
立
た
な
い
子
で
も
積
極
的
に
発
言

し
て
く
れ
て
、「
こ
の
生
徒
は
こ
ん
な
に
話
が
で

き
る
子
だ
っ
た
ん
だ
」と
学
校
の
先
生
方
が
驚
か

れ
る
こ
と
も
し
ば
し
ば
。
そ
う
い
う
姿
を
私
た

ち
が
引
き
出
し
た
ん
だ
と
思
う
と
、
す
ご
く
う

れ
し
く
な
り
ま
す
。
二
人
は
や
り
が
い
を
感
じ

る
の
は
ど
ん
な
と
き
？

▼
池
成
　
や
は
り
ろ
う
の
方
と
手
話
を
使
っ
て
会

話
す
る
こ
と
が
一
番
楽
し
い
。
伝
え
た
い
単
語
が

分
か
ら
な
か
っ
た
ら
、
指
文
字
で
一
言
ず
つ
示
し

て
伝
え
た
り
、
全
身
を
使
っ
て
ジ
ェ
ス
チ
ャ
ー
で

表
現
し
た
り
も
す
る
ん
で
す
よ
。
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ

ン
を
上
げ
る
た
め
に
今
年
は
手
話
検
定
に
も
挑

戦
し
ま
す
。
手
話
の
読
み
取
り
、
自
己
紹
介
を

手
話
で
表
す
練
習
な
ど
を
今
一
生
懸
命
や
っ
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
。

▼
毛
戸
　
病
棟
に
は
長
期
入
院
の
子
も
い
て
、「
毎

日
が
水
曜
日
だ
っ
た
ら
い
い
の
に
」と
言
う
ぐ
ら

い
パ
ッ
チ
を
楽
し
み
に
し
て
く
れ
て
い
ま
す
。
治

療
で
つ
ら
い
こ
と
が
い
っ
ぱ
い
あ
る
は
ず
だ
か
ら

少
し
で
も
楽
し
い
時
間
を
つ
く
っ
て
あ
げ
た
く

て
、
お
も
ち
ゃ
を
た
く
さ
ん
持
っ
て
い
っ
て
、
そ

の
子
が
や
り
た
い
こ
と
で
遊
ぶ
よ
う
に
し
て
い

ま
す
。
パ
ッ
チ
が
入
る
時
間
は
ず
っ
と
付
き
添
っ

て
い
る
保
護
者
の
方
の
息
抜
き
の
時
間
に
も

な
っ
て
い
て
、
そ
の
間
に
売
店
や
入
浴
に
行
か
れ

た
り
。
わ
ず
か
な
が
ら
手
助
け
で
き
て
い
る
こ

と
の
も
や
り
が
い
の
一
つ
で
す
。

受
け
継
い
で
き
た
伝
統
や
恒
例
行
事
が

部
員
同
士
の
つ
な
が
り
を
強
く
す
る

▼
池
成
　
し
ゅ
わ
っ
チ
は
毎
年
、
錦
祭
の
ス
テ
ー
ジ

で「
手
話
歌
」を
披
露
し
て
い
ま
す
。
部
員
同
士

の
親
睦
を
深
め
る
ス
ポ
ー
ツ
大
会
で
は
、
手
話

で
色
を
指
定
す
る「
色
鬼
」や
、
表
現
力
を
磨
く

た
め
に
ジ
ェ
ス
チ
ャ
ー
ゲ
ー
ム
な
ど
を
し
て
楽
し

く
過
ご
し
て
い
ま
す
。
地
域
の
手
話
サ
ー
ク
ル

か
ら「
一
緒
に
紅
葉
狩
り
に
出
か
け
よ
う
」「
イ
ベ

ン
ト
に
行
こ
う
」と
、
お
誘
い
の
声
が
か
か
る
こ

と
も
あ
る
ん
で
す
よ
。

▼
毛
戸
　
パ
ッ
チ
に
は「
赤
鼻
授
与
式
」と
い
う
伝

統
行
事
が
あ
り
ま
す
。新
入
生
が
病
棟
デ
ビ
ュ
ー

す
る
た
め
に
は
、
５
回
の
セ
ミ
ナ
ー
受
講
と
５
回

の
保
育
園
活
動
を
終
え
な
い
と
い
け
な
い
ん
だ

け
ど
、
ク
リ
ア
し
た
あ
か
つ
き
に
は
パ
ッ
チ
の
ト

レ
ー
ド
マ
ー
ク
で
あ
る
赤
鼻
が
顧
問
の
先
生
か

ら
授
与
さ
れ
ま
す
。
式
の
最
後
に
は
赤
鼻
を
付

け
て
記
念
撮
影
す
る
ん
で
す
よ
。

▼
平
尾
　
ピ
ア
は
、
代
々
の
先
輩
た
ち
が
作
っ
た
ピ

ア
・
エ
デ
ュ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
台
本
を
ず
っ
と
受
け

継
い
で
き
て
い
ま
す
。
先
輩
方
は「
私
た
ち
が
考

え
た
内
容
が
今
も
使
わ
れ
て
い
る
ん
だ
！
」と
す

ご
く
喜
ん
で
い
て
。
こ
う
い
う
つ
な
が
り
っ
て
い

い
で
す
よ
ね
。

医
療
人
と
し
て
生
き
る
未
来
の
自
分
へ

▼
平
尾
　
看
護
師
と
保
健
師
、
将
来
ど
ち
ら
の
道

を
選
ん
で
も
ピ
ア
で
培
っ
た
健
康
教
育
の
知
識

は
き
っ
と
役
に
立
つ
は
ず
。
看
護
師
は
病
院
内

の
ス
タ
ッ
フ
同
士
を
中
継
す
る
役
割
も
担
う
の

で
、
頑
張
っ
て
磨
い
た
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力

を
活
か
し
て
い
き
た
い
で
す
ね
。

▼
池
成
　
話
し
か
け
る
勇
気
を
持
つ
こ
と
、
ど
う

に
か
し
て
伝
え
よ
う
と
す
る
努
力
、
自
分
の
手

話
が
通
じ
た
喜
び
な
ど
、
貴
重
な
経
験
に
よ
り

実
践
力
が
つ
き
ま
し
た
。
検
査
技
師
は
病
院
で

手
話
を
使
う
場
面
が
少
な
い
だ
ろ
う
け
ど
、
も

し
そ
ん
な
機
会
に
出
会
っ
た
ら
気
後
れ
し
な
い

で
や
っ
て
い
け
る
と
思
い
ま
す
。

▼
毛
戸
　
今
子
ど
も
た
ち
が
パ
ッ
チ
に
向
け
て
い

る
笑
顔
は
、
私
た
ち
が
痛
い
注
射
や
治
療
を
施

す
医
師
に
な
っ
た
ら
見
ら
れ
な
く
な
る
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。
医
師
に
な
っ
て
か
ら
で
は
で
き
な
い

勉
強
を
、
パ
ッ
チ
で
し
っ
か
り
や
っ
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

い
ろ
ん
な
人
と
交
流
で
き
る
か
ら
楽
し
い
！

鳥 大 学 生 対 談
Student’s

Voice
医学部サークル編

医学部保健学科
看護学専攻3年

鳥取県鳥取市出身

平尾 美和さん

Peer in Heart

ひらお　みわ

医学部保健学科
検査技術科学専攻3年

兵庫県新温泉町出身

池成 拓哉さん

しゅわっチ

いけなり　たくや

医学部
医学科3年

京都府京都市出身

毛戸 奈菜葉さん

パッチアダムスクラブ

けど　ななは

小児科医を目指してます♪

お料理づくりが

大好きです♪

趣味はママチャリ

サイクリング！

入院中の子どもたちに笑顔を届けたいと「ホス
ピタル・クラウン（ピエロ）」の活動を始めたアメ
リカの医師、パッチ・アダムス氏に習い、保育園
と小児科病棟にいる子どもたちと一緒に楽しく
遊ぶ活動をしています。学生のうちから病棟に
入れる部活はここだけ。人に喜んでもらえる体
験は貴重です。

パッチアダムスクラブ
（小児科病棟交流活動）

簡単な会話文やゲームを通して手話を学ぶ
サークルです。活動は毎週月曜日。ろうの方を
招いて、覚えた手話で実際に会話し交流を広げ
ています。大学祭では毎年「手話歌」を披露。
今年は手話検定に挑戦しようと不定期に勉強
会を開き、単語を中心に勉強して語彙力の強化
を図っています。

しゅわっチ
（手話サークル）

性教育を中心に、思春期特有の悩みについて中
高生たちと共に考える「ピア・カウンセリング」
「ピア・エデュケーション」の活動を行っています。
メンバーは皆「思春期ピアカウンセラー」養成講
座で学び、資格を取得。毎年8・3月頃に県内の
中学校・高校を訪問し、仲間として彼らの悩み
に寄り添います。

Peer in Heart
（思春期ピアサークル）

部員
72人

部員
47人

部員
27人
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平
成
26
年
4
月
に
、
保
健
学
科
生
体
制

御
学
講
座
に
着
任
し
ま
し
た
。
専
門
は
、

神
経
解
剖
学
で
す
。
私
は
、
学
部
生
の
こ

ろ
か
ら
脳
の
働
き
に
非
常
に
興
味
を
持
っ

て
い
ま
し
た
。
脳
を
知
る
た
め
に
は
、
ま

ず
形
作
ら
れ
る
過
程
を
理
解
す
る
事
が
重

要
と
考
え
、
大
学
院
で
は
解
剖
学
教
室
に

所
属
し
て
神
経
発
生
学
を
学
び
ま
し
た
。

ま
た
、「
脳
は
一
度
完
成
す
る
と
再
生
し
な

い
」と
長
い
間
信
じ
ら
れ
て
き
ま
し
た
。

し
か
し
、
大
人
の
脳
に
も
神
経
幹
細
胞
が

ご
く
限
ら
れ
た
部
位
に
存
在
し
、
生
涯
を

通
じ
て
新
し
い
神
経
細
胞
が
生
み
出
さ
れ

て
い
る
事
が
分
か
っ
て
き
ま
し
た
。
こ
の

よ
う
な
神
経
幹
細
胞
の
性
質
を
理
解
す
る

事
は
、
脳
の
再
生
に
つ
な
が
る
と
考
え
ら

れ
ま
す
。
現
在
は
、
実
験
動
物
を
用
い
て

神
経
幹
細
胞
の
研
究
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

教
育
面
で
は
、
生
命
科
学
科
と
保
健
学

科（
看
護
、
検
査
）の
解
剖
学
・
組
織
学
を

主
に
担
当
し
て
い
ま
す
。
解
剖
学
は
医
学

教
育
の
根
幹
を
な
す
学
問
で
す
が
、
一
般

的
に「
怖
い
」、「
難
し
い
」と
い
う
イ
メ
ー

ジ
で
、嫌
わ
れ
が
ち
な
分
野
で
す
。し
か
し
、

生
物
の
体
の
精
緻
さ
を「
見
て
触
る
」こ
と

に
よ
っ
て
実
感
す
る
事
が
出
来
る
学
問
分

野
で
す
。解
剖
学
の
講
義
・
実
習
を
通
し
て
、

生
命
現
象
の
不
思
議
さ
、
面
白
さ
を
伝
え

て
ゆ
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

医
学
の
世
界
は
、
情
報
や
技
術
の
更
新

が
日
進
月
歩
で
な
さ
れ
て
い
ま
す
。
4
年

間
の
学
部
教
育
で
は
カ
バ
ー
し
き
れ
な
い

部
分
が
あ
る
事
は
事
実
で
す
。
大
学
院
教

育
で
は
、
時
代
の
要
請
に
応
え
ら
れ
る
よ

う
な
高
度
な
知
識
と
技
術
を
持
っ
た
医
療

人
の
育
成
に
努
め
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

平
成
28
年
４
月
よ
り
、
生
命
科
学
科
ゲ

ノ
ム
医
工
学
分
野
の
助
教
に
着
任
し
ま
し

た
。
私
は
平
成
12
年
3
月
に
博
士
を
取
得

し
た
の
ち
、
理
化
学
研
究
所
で
７
年
、
米
国

の
研
究
所
で
は
７
年
ほ
ど
博
士
研
究
員
を

続
け
て
き
ま
し
た
。
こ
れ
程
長
い
間
博
士
研

究
員
を
続
け
て
き
た
理
由
の
一
つ
に
、
実
際

の
研
究
は
面
白
い
、
楽
し
い
と
い
う
こ
と
は

間
違
い
な
く
あ
り
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
に
遺
伝
子
発
現
の
制
御
と
い
う

研
究
に
従
事
し
て
き
ま
し
た
。
ヒ
ト
は
約

37
兆
個
の
細
胞
か
ら
で
き
て
い
ま
す
が
、
細

胞
に
は
筋
肉
を
形
成
す
る
も
の
も
あ
れ
ば
脳

に
な
る
も
の
も
あ
り
ま
す
。
そ
れ
で
も
各
々

の
細
胞
は
基
本
的
に
同
じ
遺
伝
子
の
セ
ッ
ト

を
持
っ
て
い
て
、
こ
れ
は
例
え
て
言
え
ば
、
す

べ
て
の
細
胞
に
は
あ
ら
ゆ
る
細
胞
に
な
る
た

め
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
は
揃
っ
て
い
る
こ
と
を
意
味

し
ま
す
。
し
か
し
、
筋
肉
細
胞
で
は
筋
肉
に

な
る
た
め
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
だ
け
が
読
め
る
よ

う
に
な
っ
て
い
て
、
他
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
は
閲
覧

禁
止
に
な
っ
て
い
ま
す
。
一
方
で
i
P
S
細

胞
や
が
ん
細
胞
は
、
こ
の
閲
覧
禁
止
の
封
印

が
解
か
れ
る
こ
と
で
誘
導
さ
れ
る
と
い
う
面

も
あ
り
ま
す
。
遺
伝
子
発
現
の
制
御
を
研

究
す
る
こ
と
は
、
細
胞
が
ど
の
よ
う
に
し
て

特
定
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
だ
け
を
読
む
よ
う
に
な

る
の
か
を
調
べ
る
こ
と
と
言
え
、
今
後
の
応

用
に
も
期
待
が
か
か
り
ま
す
。

　

今
後
は
、
こ
れ
ま
で
の
知
識
と
経
験
を
学

生
の
皆
さ
ん
に
伝
え
て
い
け
る
よ
う
に
教
育

や
研
究
に
励
ん
で
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。
そ
し
て
、
新
た
な
科
学
的
な
発
見
を
通

し
て「
研
究
の
魅
力
」や「
問
題
を
ど
の
よ
う

に
設
定
・
解
決
す
る
か
」を
学
生
の
皆
さ
ん

と
共
有
で
き
た
ら
い
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

医学部生命科学科 ゲノム医工学分野

古倉  健 嗣 助教

こ くら  け ん じ

新任教員紹介　医学部
M E E T  O U R  N E W  T E A C H E R S

生
物
の
体
の
精
緻
さ
を
「
見
て
触
る
」こ
と
に
よ
っ
て

実
感
す
る
事
が
出
来
る
学
問

細
胞
の
性
質
を
決
め
る

生
命
科
学
研
究
の
面
白
さ
を
伝
え
た
い

千葉大学大学院自然科学研究科修了 博士（理学）
理化学研究所 研究員など
Moffitt Cancer Center（米国） 博士研究員
鳥取大学染色体工学研究センター
プロジェクト研究員
鳥取大学医学部生命科学科 助教

2000年
2000年
2007年
2014年

2016年

読書趣味
分子生物学／細胞生物学専門

略歴

医学部保健学科 生体制御学講座

森  徹 自 教授

も り  て つ じ

大阪大学大学院医学研究科博士課程 中退
福島県立医科大学附属生体情報伝達研究所
細胞科学研究部門 助手
Max-Planck Institute of Neurobiology 博士研究員
関西医科大学解剖学第一講座 講師・准教授
鳥取大学医学部保健学科 教授

1995年
1996年

2003年
2006年
2014年

ドライブ趣味
神経解剖学／神経発生学／幹細胞生物学専門

略歴

大
学
生
に
ふ
さ
わ
し
い
教
養
教
育
を
構
築

　

共
通
教
育
開
発
部
門
で
は
、
本
学
全
体
の
教

育
の
資
質
向
上
・
充
実
が
図
ら
れ
る
よ
う
、
全

学
共
通
教
育
の
企
画
・
運
営
・
改
善
に
関
す
る

業
務
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

全
学
共
通
教
育
は
、「
入
門
科
目
」「
教
養
科

目
」「
外
国
語
科
目
」「
健
康
ス
ポ
ー
ツ
科
目
」と
、

大
き
く
４
つ
に
分
か
れ
て
い
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ

を
担
当
す
る
部
門
や
教
科
集
団
か
ら
提
案
さ
れ

る
科
目
を
取
り
ま
と
め
、
授
業
計
画
や
内
容
、

到
達
目
標
に
つ
い
て
精
査
・
助
言
を
行
い
な
が

ら
、
よ
り
幅
広
く
、
深
い
知
識
が
身
に
つ
け
ら

れ
る
教
養
教
育
を
構
築
し
て
い
く
こ
と
が
大
き

な
役
割
で
す
。

　

米
子
キ
ャ
ン
パ
ス
で
行
っ
て
い
る
医
学
部
医
学

科
の
全
学
共
通
教
育
に
つ
い
て
は
、
教
育
セ
ン

タ
ー
教
員
ら
に
よ
る
授
業
参
観
と
学
生
へ
の
ヒ

ア
リ
ン
グ
調
査
を
前
・
後
期
各
１
回
ず
つ
実
施

し
て
お
り
、
調
査
結
果
を
授
業
の
充
実
・
改
善

に
生
か
し
て
い
ま
す
。

文
系
の
基
幹
科
目
を
強
化
し
選
択
必
修
に

　

近
年
、重
点
的
に
取
り
組
ん
で
き
た
の
が「
教

養
教
育
改
革
」で
す
。
学
生
ら
は
人
文
・
社
会

系
科
目
を
敬
遠
し
が
ち
で
す
が
、
専
門
分
野
に

直
結
し
な
く
と
も
、
文
系
科
目
で
の
学
び
は
卒

業
後
に
地
域
や
世
界
で
活
躍
し
て
い
く
た
め
に

欠
か
せ
な
い
素
養
で
す
。
そ
こ
で
、
人
文
科
学

分
野
で
は「
哲
学
・
倫
理
学
」「
心
理
学
」「
芸
術

学
」「
文
学
」の
４
領
域
に
、
社
会
科
学
分
野
で

は「
法
学
」「
政
治
学
」「
経
済
学
」「
歴
史
学
」の

４
領
域
に
そ
れ
ぞ
れ
コ
ア（
核
）と
な
る
科
目
を

設
け
、
こ
れ
ら
の
基
幹
科
目
を「
選
択
必
修
」と

し
ま
し
た
。

　

実
施
は
平
成
29
年
度
か
ら
。
授
業
内
容
が
開

講
年
度
・
担
当
教
員
に
よ
っ
て
変
わ
る
こ
と
な

く
、
統
一
的
・
共
通
的
な
教
育
を
保
証
し
、
履
修

機
会
を
確
保
す
る
た
め
同
一
科
目
を
複
数
ク
ラ

ス
開
設
し
ま
す
。
こ
の
た
び
は
文
系
科
目
の
み

の
改
革
で
し
た
が
、
ゆ
く
ゆ
く
は
理
系
科
目
の

強
化
も
図
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

学びを支える
S u p p o r t  f o r  L e a r n i n g

大学教育支援機構 教育センター
共通教育開発部門

橋本  隆 司 教授

は し も と  た か し

広島大学大学院理学研究科
博士課程後期修了
鳥取大学教養部 講師
鳥取大学工学部 講師
鳥取大学工学部 助教授
鳥取大学大学教育支援機構 教授

1992年

1994年
1995年
1998年
2011年

Lie群の表現論専門

略歴

　私は、元々興味のあった鉄道業界を中
心に就職活動を行いました。売り手市場
と言われながらも、油断せず積極的にキャリアセンターに足を運
び、解禁前に自己PRなどは一応完成させておきました。解禁後3
月初めは合同説明会を、4月は個別説明会を中心に足を運びまし
た。この時期はエントリーシートや説明会、企業研究、移動など
一番大変だったように思います。5月になると面談が始まり、複数
回の面接を経て内定を頂きました。
　就活を終えて、「早めに動くこと」が大切だと感じました。早め
に動くことで3月に卒業する先輩に話が聞けたこと、面接の練習が
じっくりできたことなど、様々な利点を感じることができました。
キャリアセンター、ОBなど頼れる人は全て頼るぐらいの心意気
で、少しでも楽な気持ちで臨みましょう。
　就活は苦しいことも多いですが面接の後はおいしいものを食べ
るなど、自分なりの楽しみを持ちながら頑張ってください。

大学教育支援機構 教育センター 共通教育開発部門

あ べ  け い た

安部 恵多さん
地域学部地域政策学科
平成29年3月卒業予定

就 活 日 記 vol.04

北海道旅客鉄道株式会社（JR北海道）に内定

当部門は、学部学科を問わず全て
の学生が履修する「全学共通教育」
を専門教育同様に重視し、科目全
体の構築・充実に努めています。

あります

　学生支援センターでは学生や教職員の皆さんにさまざま
な障害について理解を深めていただくことを目的に、今年度
は年間を通してバリアフリー講座を企画しています。先日、
第1回目の「車椅子体験講座」をおこないました。学内の道
路、食堂、図書館などを実際に車椅子でまわることで、道路
の素材によって車椅子で感じる振動の違いや坂道の傾斜具
合など、何気なく歩いているときには気づかなかった多くの
発見がありました。それらの気づいたことに対して参加者全
員で意見交換をおこないました。例えば図書館前の駐輪場
では、自転車がスロープの前に止めてあったために、車椅子
で図書館に入ることができませんでした。参加学生の中に
は今までスロープを意識したことがなかったと話す学生もい
たことから、実際に自分で体験をしてみることでバリアフリー
への理解が深まり、そこへ意識を向けることができることを
実感しました。次回は手話講座を予定しています。

い の う え  な ほ

井上  菜 穂 准教授

大学教育支援機構
学生支援センター 学生相談部門
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大学の動き
W H A T ’ S  N E W ?

　サウジアラビア国営石油会社サウジア
ラムコの日本法人であるアラムコ・アジア・
ジャパン株式会社から、この度、鳥取大学
乾燥地研究センターに対し研究支援が行
われることになり、アハメド・アルクネイニ
代表取締役社長と鳥取大学長との間で合
意書の調印式が行われました。
　サウジアラムコは、原油及び天然ガス液
の輸出量は世界屈指の石油会社であると
ともに、サウジアラビア国内のみならず、
拠点をもつ各国において、CSR＊（Corpo-
rate Social Responsibility）活動を積
極的に展開されています。今回、このCSR
活動の一環として、乾燥地研究センターが
取り組んできた乾燥地における干ばつに
よる農作物の不作、水・食糧不足、貧困と
いった乾燥地問題への実績が認められ、
今後の更なる研究の発展を目的に研究支
援が行われることになりました。
　また、合意書の調印をきっかけとして、
沙漠国であるサウジアラムコの環境保全
部門と共同研究の検討をはじめ、研究者
間ネットワークの確立と協働体制の充実を
目指しています。

　鳥取市内において「鳥取大学と鳥取県
との連絡協議会」を開催しました。
　18回目の開催となる今回は、「若者の
鳥取県への定着対策」を主テーマに意見
交換が行われました。大学からは、「地（知）
の拠点大学による地方創生推進事業」の
実施や平成29年度に予定されている学
部・大学院の改組計画について概要を説
明し、県内高校からの入学者増加のため
の対策を県に要望しました。また、大学生
を対象としたインターンシップについては、
実際に就職に結びつくよう配慮を求めまし
た。県からはUターンを希望する鳥大卒業
生に対しての情報提供や、農業人材の育
成に向けた「とっとり版CAPカリキュラム
（仮称）」の検討について協力依頼がありま
した。
　さらに、メタンハイドレート科学講座の
大学院での位置づけや受講生確保などに
ついても議論するとともに、若者の県内進
学、県内就職を促進するため、両者が協
力して取り組むことを確認しました。

　鳥取大学とロシア・ウラジオストクの極
東連邦大学との大学間協定に基づき、平
成28年8月1日～5日、ロシアの医師と看
護師が手術支援ロボット（ダヴィンチ）の
操作等の研修を行いました。
　鳥取大学医学部は、昨年7月に極東連
邦大学と、教職員、研究者、学生の交流
等を目的とした協定を締結しました。この
協定により、極東連邦大学東洋学研究科
日本語学講座2年生のパブロワ・ユリアさ
んが7月15日から医療通訳を学ぶために
来学。また、極東連邦大学医療センター
の医師（胸部外科）シェーピチェヴ・エヴ
ゲーニさんが8月1日から、さらに、同セン
ター看護師（手術部）ブルガーコワ・エレー
ナさんが8月3日から手術支援ロボット操
作等の研修のために来学し、鳥取大学医
学部胸部外科学分野の中村廣繁教授らの
指導を受けました。
　また、8月5日には、鳥取大学医学部外
国人教職員・留学生による国際交流会を
開催し、さらに交流を深めました。

　鳥取大学技術部は、「出前おもしろ実験
室」プロジェクト10周年記念イベントを開
催し、親子連れなど約250人の参加があ
りました。「出前おもしろ実験室」は、多く
の子どもたちに科学の楽しさを伝えること
を目的とした科学実験教室として出張形
式で行っていましたが、本プロジェクトが
10周年を迎えたことから、初めて学内で
イベントを開催しました。近年は、鳥取大
学の学生を隊員として参画させることで、
実験室での指導及び実験テーマ開発など
の活動を通して人間力を養成しています。
　イベントでは15種類の科学実験ブース
が設けられ、技術職員や学生による「実験
隊」の指導のもと、参加した子どもたちは
熱心に実験に取り組みました。なかには何
度も同じ実験に挑戦する子どもや、夏休み
の自由研究に役立てたいと写真を撮る家
族もありました。また、1日2回の実験ショー
では、普段体験することができない液体窒
素や薬品を使用した実験などに歓声や驚
きの声が上がり、大いに盛り上がりました。

　大学院工学研究科社会基盤工学専攻の
柗見吉晴教授が「平成28年防災功労者防
災担当大臣表彰」を受賞しました。本賞は
防災対策の一層の推進に資するため、防
災に関して、災害時の防災活動の実施、
防災思想の普及又は防災体制の整備の面
で貢献し、特にその功績が顕著であると認
められる個人又は団体に授与されるもの
です。柗見教授は「非常に重たい賞を頂
いて、今後とも地域の防災力の貢献のた
めに、努力に励む所存でございます。」と
受賞の喜びを語りました。

　鳥取大学COC＋事業推進室では、学生
の就職先の選定や、就職後のキャリア形成
に役立てることを目的に、COC＋セミナー
「若手経営者による鳥取未来トーク ～元
気な若手経営者が鳥取を熱く語る～」を開
催しました。
　県内で活躍しておられる若手経営者5
名に、「鳥取の魅力と未来への夢」につい
て筋書きのない本音トークで「何故鳥取を
起業の場所として選んだのか」、「きっかけ
は何だったのか」、「失敗した時はどう立ち
上がったのか」、「これからの夢」等を参加
した約350名に熱く語っていただきました。
　学生からは、「学生時代で勉強以外に
やっておくべき事は何か」などの質問があ
り、それぞれの経営者からアドバイスをも
らい、大盛況のうちに終了しました。セミ
ナー終了後も、各経営者の方々に積極的
に質問をする学生の姿が多くみられ、大変
有意義なセミナーとなりました。

アラムコ・アジア・ジャパン株式会社と
研究支援に関する合意書を締結

鳥取大学と鳥取県との
連絡協議会を開催

ロシア（ウラジオストク）極東連邦大学の
医師、看護師、学生が来学

「出前おもしろ実験室」10周年
記念イベントを開催しました

柗見教授が平成28年防災功労者
防災担当大臣表彰を受賞

若手経営者による
鳥取未来トークを開催

2016.8.18・192016.9.72016.10.26 2016.8.1～5 2016.8.1 2016.7.22

出席者による記念撮影

豊島学長（左） アルクネイニ社長（右）

挨拶をする平井伸治県知事交流会の様子

協議会の様子ダヴィンチシミュレータートレーニング（手術室）

出前おもしろ実験隊メンバー

実験に真剣に取り組む様子

学長報告の様子

賞状・記念品と共に柗見吉晴教授

熱心に聴講する参加者

未来トークの様子

　鳥取県において自助・共助を基軸とした自
律型防災活動の仕組みづくり等を研究し、優
れた成果を上げており、更に地域住民の防災
の取組を指導、支援するとともに、県内各地
の防災講演会等によって県民及び防災関係
者の防災意識・防災知識の普及啓発を進め、
鳥取県の地域防災力の向上に長年尽力され
ました。また、鳥取県防災顧問として専門的
な立場から防災行政に対して有益な提言を
行うなど、防災体制の整備に多大な貢献をさ
れました。

功績の概要

【 パネリスト 】
AXISグループ　代表取締役兼CEO　坂本 哲氏
株式会社旺方トレーディング　代表取締役　幸田 伸一氏
株式会社バルコス　代表取締役　山本 敬氏
有限会社ひよこカンパニー　代表取締役　小原 利一郎氏
モルタルマジック株式会社　代表取締役　池原 正樹氏
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▲作品展の様子

▲講座の中で、
　コグニサイズを実践する様子

加藤敏明 医学部准教授▶

特
集
1

講
義
に
潜
入
！

▼ 

大
学
で
は
ど
う
い
う
講
義
を
受

け
る
の
か
興
味
を
持
つ
高
校
生
に
、

分
か
り
や
す
く
紹
介
す
る
い
い
機

会
に
な
り
ま
し
た
。（
20
代
、男
性
）

特
集
2

鳥
大
の
学
び
は

新
た
な
ス
テ
ー
ジ
へ

▼ 

今
ま
で
の
型
に
と
ら
わ
れ
ず
、

総
合
的
な
研
究
を
進
め
ら
れ
そ
う

な
大
学
院
の
改
組
に
期
待
し
ま

す
。（
50
代
、
女
性
）

話
題
の
研
究

鳥
大
発
の
新
し
い
モ
デ
ル
生
物
、

イ
ベ
リ
ア
ト
ゲ
イ
モ
リ
が

再
生
研
究
を
変
え
る

▼ 

縁
の
下
の
力
持
ち
と
い
う
か
、

鳥
大
発
の
イ
モ
リ
が
癌
な
ど
の
病

気
の
治
療
で
研
究
に
役
立
っ
て
い

る
こ
と
に
感
心
し
ま
し
た
。（
50

代
、
女
性
）

Student’s V
oice

鳥
取
で
学
ぶ
留
学
生
編

▼ 

異
文
化
を
受
け
入
れ
よ
う
と

努
力
し
て
い
る
留
学
生
に
好
感
を

持
ち
ま
し
た
。（
60
代
、
男
性
）

2
0
0
0
年
か
ら
発
行
を
開
始
し

た
風
紋
の
記
念
す
べ
き
第
50
号
は

「
講
義
に
潜
入
！
」と
い
う
新
し
い

切
り
口
で
講
義
の
様
子
を
ご
紹
介

し
ま
し
た
。
今
後
も
い
ろ
い
ろ
な

角
度
か
ら
鳥
取
大
学
の
魅
力
を
お

伝
え
し
て
い
き
ま
す
。
皆
様
の
ご

意
見
・
ご
感
想
を
お
寄
せ
い
た
だ

け
ま
す
と
幸
い
で
す
。（
Ｔ
Ｎ
）

　
バ
ル
ー
ン
ア
ー
ト
＆
ジ
ャ
グ
リ
ン
グ
サ
ー
ク
ル

は
、
学
外
か
ら
依
頼
の
あ
っ
た
イ
ベ
ン
ト
に
向
け
て

練
習
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
バ
ル
ー
ン
ア
ー
ト
は

細
長
い
風
船
を
ね
じ
り
、
組
み
合
わ
せ
る
こ
と
に

よ
り
作
品
を
作
り
、
ジ
ャ
グ
リ
ン
グ
は
複
数
の
ボ
ー

ル
や
ク
ラ
ブ
な
ど
を
使
い
シ
ョ
ー
を
行
い
ま
す
。

　
現
在
部
員
6
人
で
活
動
し
て
い
ま
す
。
練
習
は

基
本
的
に
週
に
1
〜
2
回
で
、
メ
ン
バ
ー
そ
れ
ぞ

れ
が
個
々
の
課
題
を
見
つ
け
て
練
習
し
て
い
ま
す
。

み
ん
な
初
心
者
で
す
が
練
習
に
は
指
導
者
が
い
な

い
た
め
、
先
輩
か
ら
技
術
を
代
々
引
き
継
い
で
い

ま
す
。
今
で
は
風
船
で
プ
ー
ド
ル
を
30
秒
ほ
ど
で

作
れ
ま
す
し
、
ジ
ャ
グ
リ
ン
グ
は
全
員
が
ボ
ー
ル

3
個
で
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
サ
ー
ク
ル
の
人
数
が
少
な
い
分
、
部
員
同
士
の

距
離
が
近
く
、
ア
ッ
ト
ホ
ー
ム
な
落
ち
着
い
た
雰

囲
気
で
活
動
し
て
お
り
、
練
習
場
所
が
部
員
の
家

の
時
も
あ
る
く
ら
い
仲
が
い
い
で
す
。
た
だ
、
イ
ベ

ン
ト
に
参
加
で
き
る
人
数
に
対
し
て
必
要
な
人
数

が
足
り
な
い
こ
と
も
あ
り
大
変
で
す
。

　
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
作
品
の
作
り
方
に
説
明
書
な
ど

は
な
い
の
で
、
自
分
た
ち
で
工
夫
し
て
作
り
ま
す
。

ま
た
、
イ
ベ
ン
ト
の
イ
メ
ー
ジ
に
合
っ
た
作
品
を
決

め
る
の
も
大
切
で
、
作
品
に
よ
っ
て
は
準
備
に
時

間
が
か
か
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
ジ
ャ
グ

リ
ン
グ
は
日
々
の
練
習
が
肝
心
で
、
新
し
い
技
に

も
挑
戦
し
、
で
き
な
い
時
に
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
い

か
に
保
つ
か
が
難
し
い
で
す
。
し
か
し
、
イ
ベ
ン
ト

の
時
に
子
供
が
と
て
も
喜
ん
で
く
れ
た
り
、
大
人

の
方
も
バ
ル
ー
ン
を
見
て「
可
愛
い
」と
言
っ
て
喜

ん
で
く
れ
た
り
す
る
の
が
嬉
し
い
で
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
着
実
に
依
頼
に
応
え
、も
っ
と
色
々

な
場
所
で
シ
ョ
ー
を
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

i r c l e  A c t i v i t i e s

このコーナーでは、前号（50号）の読者アンケートに寄せられた読者の皆さんの声をお伝えします。
誌面作りに活かしていきますので、風紋への感想やご意見などをお寄せください。

Reader’ s Voice

リーダーズ・ボイス

サ
ー
ク
ル
紹
介

バ
ル
ー
ン
ア
ー
ト
＆

ジ
ャ
グ
リ
ン
グ
サ
ー
ク
ル

※ サークル紹介記事は学生広報スタッフが担当しました。

C

伊藤  正裕さん
いとう  まさ ひろ

工学部
化学バイオ系学科2年

前本  紗希さん
まえもと  さき

地域学部
地域環境学科2年

大学からのお知らせ
I N F O R M A T I O N

For The Future
みらいの日本、鳥取を担う学生のため
地域とともにみらいを切り拓く大学のため
ご支援をお願いいたします。

鳥取大学長   豐島　良太

みらい基金ホームページはこちら→http://www.tottori-ac-mirai.adm.tottori-u.ac.jp/

鳥取大学は、平成21年に創立60周年を迎えることを機に『鳥取大学みらい基金』を創設致しました。
国の財政状況が厳しさを増し、大学運営の基盤的な予算である運営費交付金が年々削減されていく中
で、効率的な大学運営を進めることと併せて、教育研究等を安定的に支援するために創設したものです。
みなさまにはご理解、ご賛同いただきまして、ご協力を賜りますよう、心よりお願い申し上げます。

みらい基金 - T h e  T o t t r i  U n i v e r s i t y  F u t u r e  F u n d-

講演を行う山下佐知子さん講演を行う山下佐知子さん

山下佐知子さん記念講演
『選手歴17年、指導歴20年の月日を経て今思う事』

ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー
を

開
催
し
ま
し
た

記念講演会

▼学生・同窓生・教職員・
　一般参加者ら約220名が熱心に聴講

▲山下さんの大学時代の恩師油野名誉
　教授や陸上部学生らとの歓談の様子

混声合唱団フィルコール▶
によるミニコンサート　

　
9
月
27
日
、
鳥
取
大
学
で
は
鳥
取
大

学
学
友
会
と
の
共
催
に
よ
り「
ホ
ー
ム
カ

ミ
ン
グ
デ
ー
2
0
1
6
」を
開
催
し
ま

し
た
。
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー
は
、
本

学
を
卒
業
さ
れ
た
同
窓
生
の
方
々
が
学

部
、
学
科
や
年
代
を
超
え
て
母
校
に
つ

ど
い
親
睦
を
深
め
る
こ
と
に
よ
り
、
同
窓

生
相
互
の
発
展
と
連
携
の
絆
を
つ
な
げ

る
こ
と
を
目
的
と
す
る
催
し
で
あ
り
、

今
回
で
3
回
目
の
開
催
と
な
り
ま
す
。

　
は
じ
め
に
、
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ

ニ
ー
に
お
い
て
豐
島
良
太
学
長
及
び
竹

内
善
一
学
友
会
副
会
長
か
ら
挨
拶
が
あ

り
、そ
の
後
山
口
武
視
副
学
長
か
ら
鳥

取
大
学
の
近
況
報
告
を
行
い
ま
し
た
。

引
き
続
き
、
本
学
の
卒
業
生
で
あ
り
、

現
在
は
第
一
生
命
グ
ル
ー
プ
女
子
陸
上

競
技
部
監
督
を
務
め
る
山
下
佐
知
子
氏

が「
選
手
歴
17
年
、
指
導
歴
20
年
の
月

日
を
経
て
今
思
う
事
」と
題
し
て
講
演

さ
れ
、
同
窓
生
と
教
職
員
、
学
生
、一
般

参
加
者
を
含
め
た
約
2
2
0
名
が
耳
を

傾
け
ま
し
た
。
山
下
氏
は
学
生
時
代
か

ら
1
番
を
目
指
し
て
競
技
を
始
め
、
選

手
と
し
て
も
指
導
者
に
な
っ
て
か
ら
も
競

技
を
追
求
し
て
き
た
こ
と
や
、リ
オ
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
日
本
代
表
選
手
を
は
じ
め
と

す
る
長
距
離
ラ
ン
ナ
ー
を
育
成
し
て
き

た
経
験
談
を
語
る
な
ど
、
競
技
に
対
す

る
情
熱
が
伝
わ
っ
て
く
る
大
変
興
味
深

い
貴
重
な
内
容
で
、
参
加
者
は
熱
心
に

聞
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。

　
続
い
て
大
学
会
館
の
食
堂
へ
場
所
を

移
し
て
催
さ
れ
た
ウ
ェ
ル
カ
ム
パ
ー

テ
ィ
ー
で
は
、
参
加
者
ら
は
各
テ
ー
ブ
ル

で
旧
交
を
暖
め
あ
い
、
学
部
・
世
代
を

超
え
て
交
流
や
親
睦
を
深
め
ま
し
た
。

鳥
取
大
学
混
声
合
唱
団
フ
ィ
ル
コ
ー
ル

に
よ
る
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
も
行
わ
れ
、
会

場
は
大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

　
午
後
か
ら
は
広
報
セ
ン
タ
ー
に
お
い

て
、
本
学
医
学
部
の
加
藤
敏
明
准
教
授

に
よ
る
特
別
講
座
の
ほ
か
、
美
術
部
と

写
真
部
に
よ
る
作
品
展
や
鳥
取
大
学
の

あ
ゆ
み
写
真
展
、
茶
道
部
に
よ
る
お
茶

席
、
邦
楽
友
の
会
に
よ
る
演
奏
会
、
大

学
グ
ッ
ズ
販
売
な
ど
が
催
さ
れ
、
多
く

の
来
場
者
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。▲邦楽友の会の演奏を聴

きながら、茶道部の点
てた抹茶を楽しむ様子

ウェルカム
パーティー

～医学が認めた運
動・スポーツの健康

効果～『スポーツはこんな
に素晴らしい！』

特別講座



「風紋」の記事内容について、日々集まる皆様
からの貴重なご意見を活用し、地域に身近で
知的な情報誌となるよう努力してまいります。

〒680-8550 鳥取県鳥取市湖山町南4-101　TEL.0857-31-5006　FAX.0857-31-5018
［ E -メール ］toridai-kouhou@ml.adm.tottori-u.ac.jp　［ ホームページ ］http://www.tottori-u.ac.jp

表紙題字：住川英明（地域学部）

編集発行／広報委員会広報誌編集専門委員会 2016年11月発行

＊本誌掲載の写真、図版、記事などの無断複写・転載を禁じます。

風紋の読者アンケートに
ご協力ください
Webで回答できます

■入学試験
■学生・学生生活

0857-31-5061
0857-31-5053

0857-31-5608
0857-31-5029

■研究・産官学連携
■授業料納入

0857-31-6777
0857-31-5456

■公開講座・社会貢献
■学生就職支援

鳥取大学に関するお問い合わせ

風紋のバックナンバーは、こちらから
www.tottori-u.ac.jp/fumon 鳥取大学広報誌 検索検索

　毎週のように台風が襲来した9月でした。また、

10月21日の鳥取県中部地震により、被災されまし

た皆様に心からお見舞い申し上げると共に、1日も

早い復興を心よりお祈り申し上げます。

　本号では､平成29年度から新しくなる地域学

部・農学部そして大学院について特集しました。

コンパクトな鳥取大学で、学問の垣根をより低くし

て、若い学生の力でイノベーションを生み出そうと

する試みです。「風紋」の記事は、教職員にとりま

しても垣根を低くする情報源です。平成28年度以

前の入学生については、これまで通りの教育・研

究組織で運営されますので、ご安心ください。

　今回は学生関連の記事が少なめでした。どの

記事に興味を持たれましたでしょうか。「ご意見・

ご要望」をお寄せいただければ幸いです。皆様か

らの声は、より良い誌面づくりの活力となります。

今後とも、「風紋」を通して鳥取大学が皆様の身近

な存在であり続けることを願っております。

編 集 後 記

その他はホームページ  www.tottori-u.ac.jp/ask  をご覧ください

（Y.K）

塩﨑一郎（工学研究科）
西尾瀧雄（総務課）

西村正広（医学部）
山岸大輔（産学・地域連携推進機構）

山下博樹（地域学部）
滝波稚子（大学教育支援機構）

小玉芳敬（委員長・地域学部）
遠藤常嘉（農学部）

共生の里づくり支援事業

サイエンス・アカデミーのご案内

日　時 毎月第2・第4土曜日 10:30～12:00
会　場 鳥取県立図書館 2階 大研修室（鳥取市尚徳町101）

お問い合わせ 鳥取大学研究・国際協力部社会貢献課

TEL 0857-31-6777
宗教と芸術・文化シリーズテーマ

西洋絵画の楽しみ方
テーマ

地域学部附属芸術文化センター
准教授　筒井 宏樹

講  師

子どもは『授かる』もの？
『作る』もの？

テーマ

医学部保健学科看護学専攻基礎看護学講座
准教授　安藤 泰至

講  師

大学からのお知らせ
I N F O R M A T I O N

12月10日 土2016 12月24日 土2016

申込不要
受講料無料

～いのちの始まりをめぐる生殖医療技術と宗教～


